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近衛騎士隊長は愛玩人形がお好き!?
初な王女は愛されすぎてトロトロです
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「御意……」

（って、この人。御意、の一言で決めちゃって本当にいいの？）

　最小限の言葉で自分の人生を決定した目の前の男に、心の中でツッコミを入れたリュシエンヌは、それが綺麗に自分に返ってくることに、ようやく気づいた。

　一瞬で人生が確定してしまう、そんなタイミングが生きていく間にはあるものだ。

　大事な発表がある、と聞いて、カーティス王国の末っ子王女であるリュシエンヌが御前に出るのにふさわしい衣装を整えて、謁見の間に向かったのは、ほんの少し前のこと。

　目の前にいるのはリュシエンヌの両親である国王夫妻と、兄である王太子。そして今日も当然のように父王の斜め後ろで護衛に立っているのは、王宮騎士団近衛騎士隊長であるアーレイス公爵令息のランヴァルトだ。

「あの……ランヴァルト近衛騎士隊長と婚約、ですか？」

　リュシエンヌは視線を上げて、高い所にある父の近衛騎士隊長の顔を見上げた。

（相変わらず大きいなあ……）

　思わずひとりごちてしまう。小柄な父の後ろにいるからかランヴァルトは余計に大きく見えた。鍛え上げられた太い腕は、ビシリと腰に添って下ろしているが、何か不穏な動きがあれば、その手が一閃して剣を振るい、ためらいもなく敵を切り捨てるのだと確信が持てる。

　そんな国王の信の厚い近衛騎士隊長は、三十路を越えたところだ。しかし未だに独身で浮いた噂の一つもない。身持ちが堅く、真面目な気質だと王宮でも評判だ。

　彼の生家であるアーレイス公爵家は代々王宮騎士団の団長を任されることも多い国内随一の武家である。王家とのつながりも深く、家格も高い。そしてランヴァルトはその出身に相応しく、武骨で大柄だ。

　王宮騎士隊長兼、国王の筆頭護衛騎士を任されるだけあって、彼自身も武芸一般に秀でており、他国で国王が賊に襲われた時には、比較的小柄な王を肩に担いだまま、単騎、敵を切り伏せ安全地域まで無事帰還した、という逸話すら残っている。故に国王からの信頼も厚い。将来は王宮騎士団の団長を任されることも間違いないだろう。

（あの時は、私もランヴァルトに『お父様を助けてくださって、ありがとう』って手を握りしめてお礼を言ったなあ……。もうずいぶん前の話だけど……）

　つまり侍女たちに言わせると、ランヴァルト近衛騎士隊長は将来性もあり、逞しくて誠実で、とても素敵な方、ということになるらしい。

　確かに飾り気のない銀の髪に縁どられた顔は、青い瞳が凛々しい印象で、鼻は高く筋が通っていて、美男子だとリュシエンヌも思う。けれど体格は鍛え上げられてごつごつとした岩のようだし、引きしまった唇は安易に緩むことがない。少なくとも父の後ろで厳しい顔をしている彼を見慣れているリュシエンヌの記憶の中に、笑うランヴァルトはほぼ存在していないのだ。そしてこんな時にだって彼はリュシエンヌに愛想笑いの一つすら向けない。

「リュシエンヌはランヴァルトの元に降嫁させる。それが一番だと、国王陛下とも話が決まったのだよ」

　ぼーっとランヴァルトの顔を見ていたリュシエンヌは、名前を呼ばれてハッとローリック王太子に視線を向けた。ローリックはリュシエンヌにとっては血の繋がった長兄だ。父同様に長兄もリュシエンヌをたいそう可愛がっているのは城内では周知の事実である。

「まあ、可愛くて仕方ない末の娘を、国外には出したくない、という国王陛下の御意志が最優先された結果ですけれどもね」

　そう言って笑うのはリュシエンヌの母で王妃のマーガレット。

「可愛い末娘は、一番近くに置いておける男の元に嫁にやるのが一番いいと。そういうことで、良い縁談がまとまってよかったわ。リュシエンヌ、婚約おめでとう」

「ありがとうございます。良い家庭を作るために、私も努力いたします」

　リュシエンヌは突然降ってわいた縁談にも関わらず、幸福そうな笑みを零し、まずは両親と兄に向かって、素直にお辞儀を返したのだった。




「リュシエンヌ様、ご婚約おめでとうございます！」

　謁見の間を辞して、自分に用意された王宮内の自室に戻る間も、リュシエンヌは色々な人からお祝いを言われた。

「さぞかし美しくて愛らしい花嫁姿を見せていただけると、私たちも楽しみにしております」

「素敵な男性とご縁があってよろしかったですわね」

　などと侍女たちに言われて、リュシエンヌはほうっとため息をついて鏡の中に視線を送った。そこには謁見の間から戻って、室内着に着替えている自分自身の姿が映っている。

　漆黒の艶を持つ髪。琥珀色の瞳。小柄な体格も相まって、まだ少女に見えるような幼い見た目だ。リュシエンヌ自体はすでに王国で成人とされる年をゆうに越えているのだけれど。

　そう、本来なら妙齢の王女は、既に夫の元に輿入れ済みのはずなのだ。だが父王は末っ子の姫であるリュシエンヌを可愛がり過ぎて、なかなか嫁に出せなかった。

　だがそこに付け入られる形で、緊張関係にある隣国のヘドウィックから、リュシエンヌを王太子妃に、と求められたのだ。当然国王は一番可愛がっている末娘を、人質同然になりそうな戦好きの物騒な国に輿入れさせるなど、考える気も起こらなかったらしい。

　しかし自国の王太子妃に、と正式な要望があれば、相手国にたいしてそれなりの返答が必要となる。そしてカーティス王国の国王夫妻と王太子が出した結論がこれだ。

『リュシエンヌ王女は、国王の信の厚い忠臣であるアーレイス公爵令息、ランヴァルト王宮騎士団近衛騎士隊長に、降嫁させることが既に決まっている』

　そして今日、リュシエンヌはランヴァルトの元に降嫁することが、正式に決まったのだ。

　ほぅと吐息をついて、気持ちの整理がしたいの、と愛らしく言えば、侍女たちはお茶を淹れると席を外してくれる。入り口に控えているのは信頼しているお気に入りの侍女、プリシラ一人だ。

　ようやくリュシエンヌは王女の仮面を脱いで、安心してベッドに飛び込むと、枕にパフっと顔を埋めた。そして人には聞かせられない煩悩に塗れた台詞を口にする。

「……ランヴァルトが私の結婚相手って……。あの素敵すぎる筋肉に触り放題って……そういう事よね？」
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「あー。……姫君。今日はお疲れになられたことでしょう。ゆっくりとお休みください」

　元臣下だという立場のせいだろうか、ランヴァルトは結婚初夜にも関わらず、リュシエンヌに敬語を崩さない。

「いえ、あの……」

　急ごしらえのわりには、前もって準備されていたかのような豪華な結婚式を無事に終えて、リュシエンヌは風呂で磨きたてられて、香油を塗られ丹念にマッサージされ、薄物を身に纏い……夫婦のために新しく用意された寝室に通された。

　二人にとっての初めての夜。なのに、そこで待ち受けていた夫は、どうやらリュシエンヌをさっさと寝かしつけようとしているらしい。

「ご安心ください。私は控え室におりますので……」

　しかもそう表情を変えずに言うと、新婚の夫は部屋から出て行こうとする。

（って、ちょっと待ってええええええ）

　確かにリュシエンヌは元王女で、ランヴァルトは臣下に当たるかもしれない。でもそれは先ほど結婚の儀式を終えるまでだ。すでに王家の籍から離れ、今のリュシエンヌの立場は、アーレイス公爵夫人、である。だが目の前には、ご主人様には絶対服従、とばかりに耳と尻尾を下げている大型犬のような男が一人。

　けれど、その忠実な大型犬のようなこの人は、このたびアーレイス公爵当主となった。結婚をきっかけにランヴァルトの両親は家督を息子に譲り、王女であったリュシエンヌを公爵夫人、とすることにしたらしい。

　そんな気遣いをしてもらっておいて、新しい当主を、控え室で寝かせるようなことは絶対にできない。

　結婚式で初めて、婚姻の誓いと共にそっと微かに触れた彼の唇。婚約が決まってからも、二人きりで逢い引きをしても、けしてリュシエンヌに必要以上に触れることはなかったけれど、結婚式では念願の初めての口づけを彼と交わしたのだ。

　正直、とってもドキドキした。でも初めてのキスを済ませたばかりで、正直結婚した実感は現時点でまるでない。けれど神の前で結婚を近い、自分たちは正式に夫婦になったのだ。だから……。

「このまま控え室に行っては、ダメですっ」

　咄嗟にリュシエンヌはランヴァルトの丸木のような腕にしがみつく。すると、彼はカッと耳まで真っ赤に染めて、じりっと後ずさった。

「リュシエンヌ……様っ、お戯れをっっっ」

「お戯れを、じゃありません！」

　これから夫婦として、あんなことやこんなことをしないといけないはず、なのにっ。

　それにリュシエンヌとしては、綺麗な筋肉で覆われたランヴァルトの体も触りたい放題、祝・解禁！　のはずなのに。

「私の事は、今宵からリュシエンヌ、だけで結構です。私、貴方の妻になったのですから。……それに、きょ、今日は、私たちの初夜ですっ」

　なんで女の自分がここまで言わないといけないのか。頭から湯気が立ち上るほどの熱を感じながら、リュシエンヌは彼を引き留める。

「あ、あのっ。結婚したということは、ラ、ランヴァルトの子供を授かって、アーレイス公爵家の後継ぎを産むのが私の一番大切な役割だ、と母上に言われました。ですからっ」

「こ、子供……」

　ランヴァルトは目を見開いたまま、呆然と言葉を口に乗せた。

　そう、子供だ。それに彼にこのまま出ていかれては困るのだ。ランヴァルトは緊張で気づいていないかもしれないけれど、侍女たちは目敏い。自分たちが無事初夜を迎えたかどうかぐらい、あっさりと見破るだろう。

　アーレイス家は由緒正しい名家だから、仕えている者も信頼おける人間が多いかもしれないけれど、当主が変わり、新しい当主が妻を娶り、それに合わせて人の異動もなかったわけではない。どこに誰の目があるか定かではないのだ。不仲説が流れたら困る。

　いや、それどころか『アーレイス公爵夫妻は大変に夫婦仲が良い』という世間的評価をもらう必要があるのだ。

　思わずリュシエンヌは彼にしがみついたままの腕の力を強める。

「……で、で、で、ですがっ」

　ランヴァルトは誠実そうな青い瞳を見開いて、目の前の艶めいた寝衣装を身に着けたリュシエンヌを見たかと思うと、動揺したように慌てて視線を落とした。腕にぎゅっと押し付けられた豊かなリュシエンヌの胸の感触のせいで、彼の頭が冷静に働いていないことに、彼女はまったく気づいていない。

（こんなに嫌がられるなんて……もしかして私、嫌われている？）

　一瞬不安な気持ちがよぎったが、それでも元王女として伝えなければいけないことがあるのだ。

「……ランヴァルト、よく聞いてください。私、兄ローリックから申し付けられているのです」

「……何を、ですか？」

　リュシエンヌの表情が主君の姫に相応しい凛としたものに変わった瞬間、ランヴァルトの背筋が自然とまっすぐに伸びた。その様子にリュシエンヌは捕まえていた彼の腕から手を離した。自然と互いの顔を真正面から見つめ合う。

「エドアルド王太子殿下のことについてです」

　彼にそう告げながら、結婚式の披露宴での出来事を、リュシエンヌは思い出していた。




「リュシエンヌ姫、今日の貴女は本当にお美しいですね」

　冴え冴えとした美貌の持ち主である隣国ヘドウィックの王太子であるエドアルドは、リュシエンヌの前に跪くと、恭しく彼女の手を取る。そっと口づけて緩やかに自分の方に引き寄せる様子に、結婚式を挙げたばかりの他所の新妻にする態度ではないと、リュシエンヌは思わず眉を顰めそうになった。

「ありがとうございます。これも素晴らしい殿方との縁を繋いでくださった国王陛下と王太子殿下のお陰ですわ」

　にっこりと笑って手を自分の方に引き戻しながら、反対の手で夫となったランヴァルトの腕に手を回す。するとゆっくりとエドアルドは立ちあがり、小柄なリュシエンヌの目の高さまで腰をかがめて妖艶に微笑んだ。

「……何かあれば、私はリュシエンヌ様のお力になりたいと、今でも思っております。私のこの手は、リュシエンヌ様への親愛の情の証しだと思ってくださいませ」

　一度婚約の申し入れをして、それを断られた者にしては、エドアルドの態度はかなり執拗だと言えるだろう。リュシエンヌは困ったように微笑む以外の方法がない。

　その時、リュシエンヌをエスコートしていたランヴァルトが、そっと彼女の細い腰に手を回し、引き寄せる。目の前のぶしつけな男に優雅に、それでいて敵を見定めたような猛々しい笑みを浮かべて挨拶をする。

「エドアルド王太子殿下、我が妻へのご厚意、大変にありがたく思います。ですがその尊いお気持ちは、今後の貴国と我がカーティス王国の友好関係に反映していただければ、リュシエンヌも一層喜ぶことでしょう」

　堂々としたランヴァルトの言葉に、リュシエンヌは夫となった人を見上げた。口下手で話すのが苦手だという噂だったのに、隣国の王子にたいしてでも堂々としたランヴァルトの態度に思わず見惚れてしまう。そんな様子に、エドアルドは面白くなさそうに小さく鼻を鳴らした。

「たかだか公爵ごときが偉そうな口を……」

　口の中で呟かれた言葉は、目の前にいたランヴァルトとリュシエンヌにしか聞こえなかっただろう。けれどもそんな彼の態度は、兄から聞いていた狭量で我が儘な隣国の王太子のイメージとぴったりと合ってしまった。

　だからこそ、格上の相手に一歩も引かないランヴァルトの態度に、リュシエンヌの好意が増したのは夫婦のきずなを強めるためには良いことだったのだが……。




「今日の宴でもわかったでしょうが、ヘドウィック……というかエドアルド王太子は私をどうしても自国に迎えたかったそうです。本来であれば、元王女だとしても降嫁する者の披露宴に王太子自ら祝いに訪れる、なんてこと自体、普通ありえませんから」

　その言葉にランヴァルトは重々しく頷いた。

「今ヘドウィックは、不作が相次いで弱体化が激しい。もともと好戦的なあの国は、国力が落ちると他国に戦争を起こして、それでもたせて来ている国です。この状況が続けば、いつどこと戦端を開いてもおかしくない状況です」

「ええ、ランヴァルト。そうなのです。ですから父と兄に可愛がられている私を王太子妃として迎えることで、一番接している国境線の多い我が国からの和平と、そうした有事に支援を受けたいと考えているという情報が入ってきているのです。結論としては、体の良い人質として王女の私を娶りたい、という本音が見える、と。だからこそ、けしてヘドウィックには嫁に出せないと父と兄は判断したのです」

　リュシエンヌの言葉に、ランヴァルトの表情がキリリと引き締まる。軽く拳を握りしめただけで、薄物越しに肩から二の腕にかけて薄く筋が入った。その様子をうっとりと見上げてしまう。

「……つまり、私たちの夫婦関係について、ヘドウィックが付け入る隙を作ってはいけない、と、そう言われたのですね。ローリック王太子殿下に」

　浮ついた気持ちに、ランヴァルトの声が届いて、コクリ、とリュシエンヌが真剣な面持ちで頷く。すると彼は、ふっと表情を緩めた。

「リュシエンヌ様は、降嫁されたアーレンス公爵に、昼も夜も大切にされていると……。相思相愛で引き裂く理由の一つもない、と噂されるようにふるまう必要がある、と……そういうことでよろしいですか？」

　そっと彼の腕に回していた手の力を弱めながら、リュシエンヌは小さく頷いた。

「そしてこの話について、リュシエンヌ様も御異存ないと考えていらっしゃる、とそう理解させていただいてもよろしいですか？」

　堅苦しい言い方に、少し呆れながらもリュシエンヌはもう一度、コクリ、と頷いた。

「……結構。それでしたら……」

　ふわり、と次の瞬間、リュシエンヌは抱き上げられていた。

「きゃっ」

　やっぱりランヴァルトは大きい。視線の高さに目を見開いた刹那、ふわり、と真新しいベッドにリュシエンヌは横たえられていた。分厚い胸板が自分の動きを抑え込むのに、どうしようもなくときめきが止まらない。

「……遠慮なく、溺愛させていただきます」

　瞬間、彼の青い瞳がすぅっと細まり、ひどく妖艶な笑みを浮かべたような気がしたのは……リュシエンヌの気のせいだったのか。

「……口づけ、させていただいても？」

　武骨な夫がベッドにリュシエンヌを縫い止めて最初に聞いたのは、そんな恋人同士なら普通の言葉だったと思う。

（こ、これっ……答えないと、ダメ？）

　だが、恋に憧れてはいても男性に慣れていないリュシエンヌには、こくこくと首を縦に振ることが精いっぱいだ。必死に引き留めたまではよかった。あとは……あれだ、後は侍女たちや母王妃に教わったように、ひたすら夫の言うことに従っていればいいだけ、のはずだ。

「んっ……」

　必死に頭の中で色々な事を考えていたリュシエンヌは、先ほどの誓いの口づけのように紳士的に寄せられた唇に安堵しつつ、彼の接触を受け入れた。けれど……。

「姫の唇は……本当に甘い。溺れないように、気をつけなければなりませんね……」

　一瞬触れた後、低くお腹に響くような彼の声に、ドキっとしてしまった。この人の声はこんなに良かったのだろうかとリュシエンヌは目を見開く。

（そ、そうか。そう言えば私、この人の言葉って、『陛下』『御意』ぐらいしか聞いたことなかったかもしれないっ）

　意外に私生活では色々しゃべる人だったりするのだろうか、とリュシエンヌがそっと相手の様子を窺うように瞳を開くと、すっと大きな手のひらがリュシエンヌの目を塞ぐ。

「見ないでください。緊張……しますから」

　ちらりと見えたのは、真っ赤になったままの耳。誠実で女性に慣れてないという噂は本当なのかもしれない。ならばゆっくりと彼のペースで進めてもらう方がいい。

「わ、分かりました。でしたら私、目をつぶっておきます」

　慌てて目を閉じると、安心したかのように、瞼の上が微かに明るくなり、目の上の覆いが無くなったことを理解した。

「──っ」

　次の瞬間、胸元のリボンがシュルリ、と解ける気配があった。心地よい艶やかな絹が肌の上を滑って、自分が彼の前に肌を曝したことを理解する。

「はぁ…………姫はずいぶんと豊かに育たれて……」

　胸元に熱い視線を感じる。何故か深々と吐息をつかれた上に、変なことを言われて、咄嗟に胸元を隠そうとすれば、剣を持つために硬くなった彼の手がそっとそれを押しとどめた。

「いえ、姫君は……本当にお綺麗になられました……」

　ぼそりと言われた言葉に、ドキンと胸が高鳴って、じわじわと体温を上げていく。

「私が触れることを……許していただけますか」

「はい。あっ、あのいちいち聞かなくて構いません。……恥ずかしいので」

　最後の言葉は囁いているくらい小さな声になったけれど、ふっと彼が笑む気配が伝わる。

「それでは遠慮なく……」

　彼の武骨な指が胸の頂に触れることを予測していたリュシエンヌは、触れた物の感触に思わず息を呑んだ。それは湿っており、柔らかくねっとりとしていて……。

「──っ」

　咄嗟に薄目を開けて状況を確認する。彼の逞しい両腕は彼女の両肩のあたりに置かれており、胸元に彼の銀色の頭が見える。

（って……やっぱり触れているのは、唇？）

　そう理解した瞬間、頭が沸騰するほどの羞恥心がこみ上げてくる。次の瞬間、ぬるり、と温かくて湿った感触が胸の隆起を上り、柔らかく胸の上の蕾が啄まれた。

「ふぁっ……」

　瞬間、きゅんと謎の感覚が背筋を走り、思わず声が上がってしまった。

「……リュシエンヌ……様？」

　ふと彼が顔を上げて、リュシエンヌの表情を確認しようとする。咄嗟に彼女は自分の顔を手で覆い、か細い声を上げた。

「なんで……唇、なんですか？」

「……すみません。私の手は硬くて……姫君の肌を傷つけてしまいそうで……」

　慌てて身を起こして、離れようとするその手を慌てて捕まえた。

「だ、大丈夫です。ちょ、ちょっと……びっくりしただけですから」

「……続けても？」

「だ、だから聞かないでください。って……ぁっ……」

　彼女の許可を受けて、今までの行為を続ける気になったらしいランヴァルトの唇に肌を翻弄されて、リュシエンヌは思わず甘い声を上げてしまう。慌てて唇を押さえ込んで声を堪えようとすると、そっと唇に触れられた。

「声を我慢しないでください」

　真っ赤な顔をした彼と視線が合う。なんだか少し気恥ずかしくて小さく笑みを浮かべてしまった。

「いつも貴女が微笑んでいられるように努力します。……もちろん、怖いことがあればすぐにやめます。だから、安心して声を上げてください」

「……はい」

　やっぱりランヴァルトは優しい人なのだ。ひそかに思っていたことを確認して、もう一度笑みを零す。瞬間、はぁっと彼は悩まし気なため息をつき、何故かふるりと体を震わせた。

「ですが姫君は……本当に罪深い」

「ぁっ、ランヴァ……は、ぁっ」

　そして先ほどより自由に動き始めた彼の唇は、胸の蕾を捕らえると、口内に吸い上げた。意外に器用な舌が蕾を丹念に嬲る。それが……ゾクゾクして気持ち良くて、リュシエンヌは自分の声とは思えないほど甘い声で喘いでしまった。

「ひゃんっ」

　次の瞬間、硬いもので甘く齧られて、自然と体が跳ね上がる。ちゅぽん、とどこか間が抜けた音がして、彼の唇から蕾が離れた。

「あっ……」

「姫のココも……本当に愛らしい。少し吸われただけで、こんなに膨らんで尖って……」

　やっぱり彼が囁くとお腹の奥がざわざわする。ドキドキしながら彼の顔を見つめると、彼は相変わらず顔を赤くしたまま、普段より赤く充血した胸の頂にそっと唇を寄せていた。

「…………」

　父の後ろでいつも厳つい顔をして警護していたランヴァルトを思い出すと、物凄く背徳的な事をしているような気がして、心臓がバクバクと高鳴っていく。

「ああ。こちらももう感じて尖って……ちゃんと可愛がって差し上げないと……」

　そう言うと、彼はもう一方の蕾にも唇を寄せて、同じように口内に吸い上げてしまう。ちゅっという淫らな音に、リュシエンヌはたまらなくなって、そっと彼の背に手のひらを乗せる。みっちりと鍛え上げられた背筋に思わずうっとりとして、すりすりと撫でると、彼がたまらないような吐息を漏らした。

「はぁっ……んっ……あぁっ」

　片方だけ弄ばれていたせいで、物足りなかったもう一方を可愛がってもらった瞬間、お腹の奥がじわんっと熱くなる。しかも、ハクッと人に言えない部分が疼いた感覚があって……。

（どうしよう。なんだかすごく……気持ち良くなってきちゃっている……）

　気づくと彼の指が柔らかく、先ほど唇で可愛がっていた頂に伸びていた。片方は舌に、もう一方は指先で優しく転がされて、気持ち良くて気づけば腰が揺れてしまった。

「姫君は、とても感じやすく素直な体をお持ちだ……」

　くすりと小さく笑む気配と共に、唇が今度は胸の下の方にゆるゆると下がり、へそをくすぐると、淡い繁みに堕ちていく。

「あっ……だっ……」

　ダメ、怖い、と言いそうになって咄嗟にリュシエンヌは声を抑えた。そう声を上げれば、彼はやめてしまうかもしれない。でも新婚初夜だからちゃんと愛してもらいたいのだ。そしてランヴァルトときちんと夫婦にならないといけない。

「大丈夫、ですか？」

　流石に視線が上げられないらしい。茂みに顔を押し付けたまま、彼が尋ねる。でも髪の間から見える耳は真っ赤のままだ。熱っぽい呼気こきが、先ほどから官能に震えている部分に当たって、じわんとさらに熱がこみ上げた。この気持ち良さの先には何があるのか、初めての事に好奇心が疼き、色々と期待してしまう。

「あ、あの。きっ……気持ちいい、ですっ」

　気づけばうっかりと本音を零してしまって、かあっと体に熱がこみ上げてくる。

「あ、あの、いえ……だ、大丈夫です」

　上ずった声で顔を逸らしながら答えると、大きな彼の手が腰に回り、ぎゅっと抱き寄せられた。

「姫っ……貴女という人は……」

　その状態で抱き寄せられると、彼の顔がしっかりとリュシエンヌの大事な部分に入り込んでしまう。腰を抱く大きな手のひらの、少しだけ硬い感触にゾクゾクしてしまう。あの手で全身を撫でて欲しい、などと淫らな想像をした瞬間。

「ひぅっ……」

　次の瞬間、ぬとり、と柔らかな感覚が花びらを割り中に入り込んで、体が跳ね上がる。瞬間、膝に手を掛けられた上で、大きく下肢を開かれてしまった。

「なっ……あ、ぁあっ……いやぁっ」

　途端に自由に動き出したランヴァルトの舌に翻弄され、否定の言葉が口をついて出た。そんなことを言ったら彼はやめてしまうのでは、と不安に思った瞬間。

「……本当は、お嫌ではありませんよね」

　彼は項まで真っ赤に染めているくせに、もう逃げ出そうとはしてないようだった。リュシエンヌはホッとすると同時に、甘い危機感を覚える。

「……姫の体は正直だ。こんなに蜜が溢れていますから……」

　その台詞を聞いた途端、ぞわりと全身が甘く震えた。人には言えない部分がハクリ、と震えてさらにトロリ、と蜜を零す。

「……ああ、なんて愛らしい」

　囁くような声と共に、じゅるり、と淫靡な音が響く。それは多分先ほど零れた蜜を、彼が啜っている音で。

「やぁっ……ダメ、恥ずかしい……っ」

　いやいやと顔を左右に振り、下肢を跳ね上げようとしたが、強い手のひらにガシリと腰を捕まれ、動けない。そのまま、大きくて分厚い彼の舌に、蜜口を割り抉られる。

「はぁっ……ぁ、あんっ……ひぅっ……」

　散々唇を滑らせて吸い上げて、ぺろぺろと犬のように舐められて、それなのに気づけば気持ち良さはどんどん高まる。きづけば夫となった人の銀色の頭を抱え込んでしまっていた。太い首筋は筋肉に覆われていてきつく抱きしめたくらいではどうということもないらしい。ああ逞しい、などとうっとりした瞬間、ふっと彼の笑みがこぼれる気配が蜜口に伝わる。

「姫の体は……素直で本当に愛らしい」

「はっ……いゃんっ、そこっ」

　唇が上にずれて何かを柔く食む感覚が上がってくる。ちゅっと器用に吸い上げたそれを、舌先で転がされて、リュシエンヌはガクガクと体を震わせた。

「なに、そこっ……あぁっ、ぁぁあんっ……ぁあっ」

　一気に鋭い愉悦が上がってくる。蜜を舌で掬い上げながら、感じやすい芽に舌を滑らせて、唇で吸い上げられて……コリ、と甘く歯を立てられた瞬間。

「ひぁうっ……」

　リュシエンヌは初めての絶頂に押し上げられていたのだった。

　ガクガクと震える体をランヴァルトが包み込んでくれる。改めてその腕に抱きしめられて、圧倒的な筋肉質の体の熱量にそっと瞳を閉じた。リュシエンヌは、甘い愉悦の後の蕩けるような感覚に支配されている。

「……大丈夫、ですか？」

　そっと優しく額に口づけられて、ふわりと笑みが零れた。

「あの……すごく気持ち、よかったです……」

　眉を下げて気の抜けた笑みを浮かべてしまった。もう体のどこにも力が入らない。彼の舌と唇はすごく気持ち良くて、脳の中まで蜜に塗れてしまったみたいだ。

「まったく姫は……。ですが今日はお疲れでしょう。もうお休みください」

　優しく髪を撫でられて、心地よさにまどろんでしまう。そういえば、今日は結婚式で、色んな人と話をして、疲れて……。

　ヘドウィックの王太子は……綺麗な笑顔でお祝いを言ってくれたけれど……でも注意なさいと、ローリックお兄様は言っていた。

　でも、これからはきっと、ランヴァルトが守ってくれる。思っていたように優しい人みたいでよかった。

（でも……ずっと顔が赤かったのは……照れていたのかな。私も恥ずかしかったけど……でも、初めてってこんなに気持ち良いばかりでよかったのかしら……）

　そして深窓の姫君であるリュシエンヌは、正式な意味で自分たちが結ばれたわけではないことに気づかずに、疲れも相まって、初夜の床で深い眠りに堕ちて行ったのだった。
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　自分たちが新床を重ねていても、正しい意味で夫婦として結びついてないのでは、という事実にリュシエンヌが気づいたのは、結婚生活に入って一カ月ほど経ったころだ。

「ランヴァルト様は口下手な方だそうですが、近ごろは、ぼそりと奥様の惚気をおっしゃるって、夫もびっくりしておりました。……お二人の仲が良くて本当によろしかったこと。あとは後継ぎを待つだけですわね」

　慈善事業に関連するパーティの会場で、リュシエンヌに悪戯っぽく話しかけたのは王宮騎士団団長の妻だ。

「本当に。こんなに小柄で愛らしいリュシエンヌ様でも、ランヴァルト様のような大きな男性を受け入れて、満足を差し上げられるのですね……。女性の体は偉大ですわ」

　今までは社交の場に出ても、王女という立場上周りは護衛に囲まれていて、こんな内緒話のようなことをされたことはなかった。リュシエンヌは、そうか、これが降嫁するということなんだ、と妙な感慨を持つばかりで、話の内容にピンと来ていない。

「……やっぱりランヴァルト様の……は、逞しいのかしら？」

「え？　逞しいって……体格ですか？　それはまあ、鍛えていらっしゃるから。でも……あまりじっくりと見たことは……」

　咄嗟に問いに答えたリュシエンヌは、次の瞬間、頭に血が上ってかぁっと体中が熱くなってくる。

「ふふふ。リュシエンヌ様がこんなふうに愛らしいから、ランヴァルト様も毎晩、甘い閨を重ねていらっしゃるのですね」

　ってどうしてそんなことを知っているのだろうか。やっぱり降嫁したばかりの元王女に関して、周りは色々噂をするものなのだ、とリュシエンヌは兄に言われた話を再確認する。

　とはいえ、ランヴァルトは確かに毎晩抱きしめて眠ってくれるし、時には……初夜の時にしてくれたように、すごく……気持ち良くしてくれるし、新婚らしく仲は良好だと言っても過言ではないだろう。

「……でも、最初は上手く受け入れられなかったのでは？　だって……ランヴァルト様のモノは……ご立派そうですもの」

　気づくと、誰だかわからない少し年かさの女性たちに囲まれて、あれこれと夜の寝室のことを聞かれる。するとなんだか、話が色々食い違っていることにリュシエンヌは気づき始めた。

「初夜は……さぞかし、痛かったのではないですか？」

「あの、ランヴァルト様はお優しいので、そんな痛いようなことは一切……」

　慌ててリュシエンヌが否定すると、周りの女性たちは訳知り顔でうんうんと頷く。

「やはりリュシエンヌ様は、王家の教育を受けた淑女ですのね。いくらランヴァルト様がお気遣いされたとしても……この体格差ですもの。……ねえ」

　確かにランヴァルトとリュシエンヌでは、身長でいえば頭二つ分ほど違う。体重に至っては、二倍半ほども違うのではないか。でもああやってかわいがってもらう分には、体格差なんてあまり関係ないと思うのに……。

「ええ、きっとそうですわ。ランヴァルト様は、あの体格に相応しい立派なモノをお持ちだったって、騎士団の共同浴室で御一緒した夫が……ふふふ」

「やっぱりそうなのですね。リュシエンヌ様、本当に頑張られたのですね。さすが王室から嫁がれた姫君ですわね。なのに今もこんなに清純で愛らしくて……。ランヴァルト様も新妻が可愛くてしかたないのでしょうねえ」

　うふふ、おほほ、な会話に、一人疑問符を浮かべているリュシエンヌだが、そこは今まで鍛えた社交術で、恥ずかし気に微笑んで視線を下に落とし、それからゆっくりと顔を上げて、にっこりと笑う。

「縁があって……夫婦になったのですもの。母にも『夫となった方にすべてを任せて、充分に可愛がっていただきなさい。そうするのが良い妻の務めです』と申し付けられて、アーレイス家に嫁いできたのです」

　頬を染めたままそう告げると、なぜか周りの女性貴族たちは、きゃあと嬌声をあげ、顔を上気させながら、どこか意味ありげに微笑んだ。

「ええ、ええ、リュシエンヌ様は間違いなく、ランヴァルト様をお幸せにしていると思いますわ」

「本当に……ランヴァルト様はお幸せだこと……」

　そう言って笑う貴婦人たちを見ながら、リュシエンヌは兄が言っていた通り、自分たちの仲が良好であることを主張出来てホッとした一方で、むくむくと疑問が湧きだす。

（……でも、「初夜は痛い」ってどういうこと？　体格差があると辛いって？　ちょっと……色々事実確認しないといけない気がしてきた）
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「ねえ、プリシラ。私、貴女に色々と事実確認しないといけない事があると思うの。だって……色々とおかしいのですもの」

　社交用のドレスを脱がせてもらいながら、降嫁する時にも王宮からついてきてくれた侍女のプリシラをリュシエンヌはじっと見上げた。

「……おかしいって……リュシエンヌ様がおっしゃっている意味が、私にはよくわからないのですけれども」

「私、プリシラと二人きりでお話がしたいわ」

　一番のお気に入りである侍女に向けた鋭い表情に、プリシラが何か不興を買ったのでは、と他の侍女たちに緊張感が走る。リュシエンヌが手を上げて、指を振ると他にいた侍女たちはその場から立ち去った。

「って姫様、あんな怖い顔されなくても……」

　くすくすと笑うプリシラは侍女として長い間、リュシエンヌに側仕えしてくれている。だが実は一番身近でリュシエンヌを守る護衛騎士でもあるのだ。年頃も近い彼女に向かうと、自然と子供の頃のような表情を出してしまう。

「だって……今日のパーティで気づいてしまったのだけど……私とランヴァルトって、夫婦としてはちょっとおかしいのではなくて？」

　そもそも受け入れるって……なに？　痛くて仕方ないようなことを初夜にするべき、だったのでは？　多分、自分たちはそれを確実にしそびれている気がするのだ。

　結婚前に侍女長と、王妃であるお母さまに『結婚しての初夜には、驚くようなことも、恥ずかしいことも、痛いこともあるかもしれませんが、夫となる方に身を任せておけば大丈夫です。動揺することなく、落ち着いてすべての儀式を済ませることが肝要です』と説明された。その後の話は比喩だらけで大事な部分は色々ぼかされていて、正直意味がよくわからなかったのだけれど、そうとは言いにくくて、つい分かったような顔をして頷いてしまったのだ。

（それが今になって……祟ってくるとはっ）

　わからないのなら、きちんとわからない、と伝えて意味を確認すればよかった。彼との初夜で、確かに驚くようなことも、恥ずかしい事もあったけれど、痛いことはされた記憶はない。ということは、初夜にすべき大切な事を完遂してない可能性が高いのではないかと、今更不安になってきたのだ。

「プリシラ、私……初夜に痛い思いなんてしてない。ただ……」

　ランヴァルトに舐めまわされて、気持ち良くさせられ、寝落ちしてしまっただけで。

「……やっぱり、そうだったのですね」

　うんうんと訳知り顔で頷くプリシラの肩をぎゅっと握って、彼女の比較的地味で目立たない茶色い瞳を覗き込む。

「……プリシラ、貴女、何を知っているの？」

「いえ、ご夫婦のベッドに、リュシエンヌ様が初夜を迎えられた印がございませんでしたので……」

「し、印ってなに？　そんなのがあるの？　それで皆、ソレがあったか判断していたってこと？」

　そんなことまで侍女たちに知られていたのか、と改めて恥ずかしさがこみ上げてくる。

「姫様、口調に気をつけてくださいませ」

　ハッと慌てて口を塞ぐ。でも……だったら、どういうことなの？　と疑問符が頭に浮かんだ瞬間、プリシラは大きく頷いて説明の続きをしてくれた。

「つまりですね、一夜明けて公爵夫妻の距離感は、初夜を迎えた二人らしい気恥ずかしさと仲睦まじい感じがありましたし、着衣と寝具に明らかな乱れがありました。故に少なくともお二人の関係に問題はなかったと。ならば体格の差もありますし、徐々に関係が進まれるだろうと一同納得しておりました」

「……？　体格差があると、きちんと初夜が迎えられない、ってこと？」

　また出てきた言葉にリュシエンヌは首を傾げる。

「……うーん。後宮侍女長と王妃様はどのような説明をリュシエンヌ様にされたのですか？」

「そ、そうね……実は途中から意味がよくわからなくなってしまって」

　プリシラにすべての事情を説明して……ようやくリュシエンヌは、比喩表現なしに男女のアレコレを知らされることになったのだ。
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「はぁっ……あ、あ、あぁっ……んっ、ダメ、ランヴァルトっ」

　甘い声を上げながら、自然と引き寄せていたのは彼の髪だ。銀色の髪は汗でしっとりと湿っている。父の後ろで護衛をしている時は、その髪は色合いからも針金のように硬いのかと思っていた。けれど実際に触るとふわふわと柔らかくて、なんだか不思議な気持ちになった。

　離れて彼を見ていた時と、身近で見る様になっての印象は全然違う。あの頃は、こんな風に恥ずかしくて気持ちいい事を、彼にされるとは全く想像してなかったのだから。

　今、彼の頭はちょうどリュシエンヌの大事なところを隠すようにあって、彼の舌は彼女の感じやすい芽を啄んでいる。

「……姫、そのまま……達してください。お手伝いします……からっ」

　敏感なところにランヴァルトの熱っぽい吐息が触れて、リュシエンヌは身を震わせる。快楽を極めるように促された言葉に胸がドキンと高鳴る。

　リュシエンヌの蜜が溢れる口を軽く抉るようにしながら、分厚くて大きなランヴァルトの舌が踊る。その奥に男性自身を受け入れないと、本当の夫婦の閨は成立しないらしい。なのに……彼はいつもこうやって入り口だけを攻めて、一方的に彼女を快楽の果てまで追い込むだけだったのだ。

『最後、男性自身を女性の中に収めて、中で抽送させ互いに高まることで、男性側の子種の排出を促すのです。それでその子種が、女性のお腹の中に根付くことで子供が生まれるのです……』

　プリシラ自身は未婚ではあるものの、リュシエンヌの最側近として、色々学習させられているらしい。その中には男女関係のそう言った事も含まれているのだという。なのに降嫁した自分は具体的な教育を受けていないのはどういうことだろう。

　結果としてプリシラから比喩表現なく、がっつりと事実のみを説明されて正直ショックを受けたけれど、思い返してみると、確かにランヴァルトの……を受け入れたことはない。ということは、このままでは彼との間に子供が出来ない、と言うことだろうか。

「ひ、ぁっ、ああ、あぁあぁ……ぁあ……んっ」	

　恥ずかしい部分を丹念に舌で愛撫されて、あっという間に達してしまって、心地よい疲労感にリュシエンヌは目がとろんと閉じかけてしまいそうになる。もそもそと身を起こした彼がそっと抱き寄せてくれるのはいつも通りだけれど……。

「……ん？」

「──っ」

「な、な、何をっ……姫、それは……ダメですっ」

　見事な腹筋を一瞬指先で堪能したあと、男性自身がある辺りに手を伸ばし、さわっと触れると彼がバッと驚いたように身を起こした。

（今……よくわからないけど、熱くて、大きいのが……あった？）

　なんとなく……薄物の布越しだったけれど、硬かった気もする。硬いのであれば、彼が性的に興奮しているということだ、だったら……。

「……あの、私、ちゃんと妻としての役割が果たせてないのではありませんか？」

　まどろみかけていた体を無理やり引き起こし、寝具で胸元を隠しながらベッドの上に座る。すると、慌てて彼がベッドの上に座り直した。

「いえ、リュシエンヌ姫に不備は何一つありません」

　真っ赤になったまま、ぶんぶんと顔を左右に振るランヴァルトはやっぱり大型犬っぽいと思ってしまう。

「でも、私気づいてしまったのです。いつも私ばっかりこんな風に気持ち良くされるばかりで、ちゃんと……夫婦としての契りを結んでないってことに」

　じっと彼の顔を見上げると、夫は困ったような顔をして視線を逸らす。

「それは……姫が私と……夫婦としての契りを結びたい、とそう……考えていらっしゃる、ということ、でしょうか？」

　その言葉に、真っ赤になりながらも、リュシエンヌは頭を縦に振る。

「私、せっかく結婚したのですから、貴方の子供が欲しいのです。ですから……」

　こんな風にされるのは気持ち良くて幸せだけど、それでも、痛いというそれを乗り越えなければ、母親になることはない、とプリシラにはっきりと言われた。だとしたら……。そっと彼の硬くなっているモノに、布越しに触れてみた。

「ちょ、あの……すみませんっ」

　次の瞬間、ビクンと身を震わせたランヴァルトに深々と頭を下げられて、リュシエンヌは目を見開く。

「今は……冷静になれる自信がありません。このままでは、姫を壊してしまいます。……す、少しだけ……時間をください！」

　それだけ言うと、ランヴァルトは頭を下げたまま、ベッドから降り、そのまま脱兎のごとく夫婦の寝室を出ていき、その日の夜はもう二度と部屋に戻ってこなかったのだった。
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　その日から、ランヴァルトは夫婦の寝室に来なくなってしまった。ちゃんと夫婦として一歩を進めるつもりであったリュシエンヌは彼の突然の変化に戸惑ってしまう。

「なんか……私不味いことしたのかしら……」

　今部屋にいるのはプリシラだけだ。だから気が抜けて独り言を零してしまっていた。

「……姫様」

　すると冷めてしまったお茶を入れ替えながら、プリシラが小さな声で話す。

「実は……今まで姫様に内密にしていたことがあります」

「……何？」

　プリシラは一瞬逡巡したあと、ゆっくりと話を始めた。

「いえ、ランヴァルト様は結婚されてから、夫婦としての実態はともかくとして、姫様とたいへん仲睦まじい様子でしたので、あまり気にしてなかったのですが、この年まで独身だっただけでなく、女性との浮いた話もなかったため、ほんとうに様々な噂がありまして……」

　憂いを帯びたプリシラの声に、正直あまりいい予感はしない。

「そしてその噂話を元に、ランヴァルト様の生活を観察していると、確かに不自然な姿が確認できるのです」

　その言葉にリュシエンヌは目を見開く。

「……そんなの、調べていたの？」

「はい、国王陛下の信の厚い騎士だとは存じ上げていますが、姫様が輿入れされた先でどういう扱いをされるのか、ということに関しては男女の事ですし、一概に今までの彼の経歴だけで信用できるかどうかはわかりませんので」

　キリっと答えるプリシラはカッコいい。いつだって信頼できる大事な護衛兼侍女だ。それはともかく、だとしたら……ランヴァルトには何か秘密がある、ということだろうか。どっちにせよ……。

「夫婦に秘密はよくありませんよね」

　リュシエンヌが尋ねる言葉にプリシラが頷く。

「では、ランヴァルトがどこで何をして過ごしていらっしゃるか、調べてみてください」

　続けた言葉に、プリシラは大きく頷いたのだった。
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　そして今、リュシエンヌはこの屋敷の隠された地下室の扉を開けようとしている。

「ランヴァルト様が姿を消す時間は長くはないのです。ですから遠出をされていることはないし、屋敷の外に出られている様子もないので、こちらに伺っているのでは、と……。屋敷の者はこの件に関しては本当に口が堅くて、確証が得られなくてすみません。この地下室の存在を見つけるだけでも結構大変だったのです」

　プリシラの言葉にリュシエンヌは硬い表情で頷く。

（まさか……ランヴァルトが公爵邸内に愛人を囲っているなんて……）

　ない、と思いたい。真面目で誠実な彼に限って、そんなこと絶対あるわけない。けれど以前からそういう噂があるのだという。密かに地下室に通うランヴァルト。しかも王女である自分が嫁いだことで、その秘密は更に深く隠匿されているのではないか、とプリシラは言う。

（だけど……）

　初めて二人きりの夜を過ごした時の、ずっと顔を赤くしていた彼を思い出して、リュシエンヌの胸がズキンと痛んだ。

　親に言われて嫁いだだけ。恋なんて立派な気持ちじゃないかもしれない。けれど、毎晩寝室を共にして、夫婦としての時を過ごして、筋骨バランスのとれた見事な肢体だけでなく、少しずつ彼の武骨な優しさとか、生真面目さを愛おしいとリュシエンヌは思うようになっていた。

　父の護衛騎士としての彼を見ていた時よりも、もっと血肉の通った存在として、一生この人と愛情を持って添い遂げるのだ、と気持ちが動き始めていた時だからよけいなのかもしれない。

（もし……ランヴァルトに好きな人がいて、その人を大事に囲っていたら……私、どうしたらいいのだろう……）

　そもそも、そんな相手がいるのなら、何故自分と結婚したのか。ランヴァルトはいつも優しい。そんな彼が、自分の大切な人をないがしろにするはずないのに。

　ふとランヴァルトが父の後ろで控えている様子を思い出す。そうか、父の申し出だったからだ。忠臣である彼が、リュシエンヌをヘドウィックに嫁がせないために、自分と結婚する必要があると国王に説得されたのなら、拒否は出来ないだろう。そして当然、離縁を申し出ることも出来ないはずだ。

　だからこそ、リュシエンヌとしては上位の貴族の妻として、夫の愛人くらいは認めないといけないのかもしれない。それにそんな人がいるのなら、こんな陽もろくに当たらないところで生活させるのでは可哀想すぎる。

（でも、ランヴァルトにそこまでして大切に囲っている人がいるのだとしたら……）、

　針を刺されたかのような鋭い胸の痛みを無視して、リュシエンヌは見たくない現実から目をそむけないよう自分に言い聞かせる。まずは真実を知らなければ。ぎゅっと手のひらを握りしめ、地下室への扉を開けて、入り口で警戒してくれているプリシラに一瞬視線を送ると、階段を下りて行った。

　ところが、降りかけたところで、リュシエンヌは思わず足を止めてしまった。ランヴァルトの、誰かを甘やかすような優しい声が聞こえてきたからだ。

『ああ、美人さん。そんなに拗ねないでおくれ。結婚してから確かにこちらに来る時間は減ってしまったが……貴女たちが大事なのは変わらないのだから……』

（──貴女……たち？）

　まさかの複数形？　バクンとリュシエンヌの心臓が高く鳴る。一瞬進もうか、戻ろうか躊躇った刹那。

「きゃ……っ」

　足を滑らせて階段を一段落ちてしまった。直後、目の前の閉まっていた扉がバンと音を立てて開く。

「……リュシエンヌ……様」

　ひどく苦い顔をしたランヴァルトがそこにいた。

「姫様。ランヴァルト様とお話をしてきてください。入り口は私が見張っていますので」

　リュシエンヌの忠臣であるプリシラは、浮気現場を押さえられてしまったランヴァルトとリュシエンヌを見て力強く頷く。この後、愛人まで同席する状況で、夫と何を話したらいいのか。不安な気持ちいっぱいで、助けて欲しいという思いを込めてプリシラを振り返ると、そんな主君を見て、彼女は笑って見せた。

「姫様。大事なことはご夫婦で話し合いすべきだと思います。それにランヴァルト様はどんなことがあっても、主君の姫であるリュシエンヌ様に無体を働くような方ではないと、私、信頼しておりますので」

　にっこり笑っているけれど、プリシラの目は真剣だ。状況を理解したランヴァルトが頷くのを確認すると、プリシラはもう一度、リュシエンヌに声を掛けた。

「姫様。何かあれば、私、即座に王宮に連絡をとりますので、御存分に」

　プリシラの言葉に、リュシエンヌは気の重い話し合いの場を想像し、はぁっと息を一つ吐く。たとえ真実がどうであっても、プリシラが言う通り、ランヴァルトが自分に酷い事を言ったり、したりするとはけして思えない。浮気がばれて平伏して謝る姿は想像できたとしても……。

「ランヴァルト、夫婦に秘密は作らないこと、と母に言われて私はこちらに嫁いで来ました。下の部屋に案内してください。どんなことがあっても、悪いようにはしませんから」

　毅然と言って、まるで社交の場にいるかのように堂々と手を伸ばすと、ランヴァルトは目を見開き、それから小さく笑みを浮かべた。その上で、今までと同様に、大切なものを押し戴くように彼女の手を取ってエスコートする。

「わかりました。……私の秘密をすべてお見せいたします。その上でどう判断されるかは、姫君にお任せします……」

　隠していた秘密が露見し、刑が執行される前のような青い顔をしながらも、ランヴァルトはゆっくり階段を降り、リュシエンヌを案内すべく目の前の扉を開ける。その先にある階段をさらに下りると……。

「……これは？……」

　やっぱり女性がいるのだろうか。可愛らしい内装に、室内いっぱいに飾られているのは可愛らしい愛玩人形だ。ただ、大人が飾って喜ぶようなもの、というよりは、子供が抱いてお世話をするようなふっくらとした頬の愛らしい人形が、いくつも所狭しと飾られている。

「はい。愛玩人形です」

　ということは、ランヴァルトの相手は、小さな女の子？　まさか、そういう趣味なのかしら、と嫌な汗が背筋を流れていく。

「もしかして、ランヴァルトって幼女趣味……とか？　……いえ、あの……誰か、その。ここにランヴァルトの愛している女性がいる、のではなくて？」

　リュシエンヌの言葉に、ランヴァルトが目を剥く。

「はっ？　ここに？　……リュシエンヌ様を妻にいただいておきながら、私が他に愛人を囲う？　……そんな大それたことを……」

　いや、まさにそのことを疑っていたのですが、と伝えると、ランヴァルトは慌てて首を横に振る。

「それに……さっき美人さんがどうのこうのって話しかけていませんでしたか？」

　リュシエンヌが尋ねると、ランヴァルトはのけぞって、後ろの人形に視線を送る。

（よもや……浮気の相手はこの愛玩人形……とか言わないよね？）

　思わず不安になりつつも、じっと彼と人形を見つめていると、彼は観念したかのようにゆっくりとその中でも一番大きくて立派な人形に近づき、手に取って、抱き寄せる。

　きっと子供が抱いて遊ぶことを考えれば、限界ほど大きいのかもしれない。けれど彼が持つとごく普通の小さな人形に思える。しかしよく見るとその愛玩人形の顔立ちは美しくて、睫毛一本一本まで丁寧に作られていて、まるで生きているみたいに見えた。ストロベリーブロンドの髪が珍しい。その髪は綺麗に編み込まれてハーフアップにされている。

「アンジェ、ついに姫様にばれてしまったよ……」

　彼がぼそりとそう呟いた瞬間、ゾクリと何だかよくわからない恐怖が湧いてきた。この場から逃げ出すべきかと悩んだ次の瞬間。

「ならば仕方ない……」

「きゃ……？」

　そのまま柔らかく腕を掴まれて、逃げることのできない状態で連れていかれたのは、これまた精巧に作られたドールハウス。王女であるリュシエンヌですら、こんなに大きくて豪華なものは持っていない。なんせドールハウスの中に人が座って遊べるほど大きいのだ。

「すごい……可愛い、し、綺麗」

　思わず声を上げてしまった。それを聞いて彼は嬉しそうに笑う。

「美人さんたち、君たちの友達を連れてきたよ。本物の王女様だよ。リュシエンヌ姫だ。愛らしい方だろう？」

　そう言って、ドールハウスの小さめのソファーに座り込む羽目になったリュシエンヌにそっと人形を抱かせる。

「良かったな、私より可愛がってもらうのにふさわしい人が来てくれて……」

　何故か全力の笑顔で人形に語りかける大型犬イメージのゴツい男に、リュシエンヌも思わず絶句しそうになるが……。

「あの……ランヴァルトの秘密って……これだったのですか？」

「秘密？」

　ランヴァルトが敷地内に愛人を囲っているという噂を話すと、彼は本格的に頭を抱える。

「いえ、あの、弁解させてください。……こっ……これは、私の趣味ではなく……。大事な人の形見なのです……」

　そう言ってふわりと人形の髪を撫でる。青い目をしたストロベリーブロンドの愛らしい人形の顔の造作はなんとなく懐かしさを感じる。生き生きとした表情まで作られたその人形は武骨な彼の手に撫でられて嬉しそうに微笑んだように見えた。

「その者の代わりにずっと面倒をみる、と約束したので……こうやって時折訪れては、私が相手をしているのです」

　そう言った直後、彼は悪戯っぽく笑った。

「そうだ、リュシエンヌ様、しばらくじっとしていてください」

　そういうと、彼は棚の中にしまわれていた愛らしい女性ものの櫛を出してきた。そしてその櫛を手に取ると、ゆっくりとリュシエンヌの髪を梳き始めた。

「……ランヴァルト？」

「姫の髪は本当に綺麗だ。艶やかで触り心地が良くて……想像したように櫛通りもいい」

　ランヴァルトは何故か何度も何度も、丹念に髪を梳いてはうっとりとその髪を撫でて感嘆のため息をつく。

　それはまるで自分が彼の愛玩人形になってしまったかのようで……。

（誰かの形見を大事に可愛がっている、って言っていたけど……多分、この人、愛玩人形を可愛がること自体が好きなんだ）

　と気づいてしまって、夫の知られざる姿に、新妻は思わず遠い目をしてしまった。

　しかしそんなことに気づいていない彼は散々リュシエンヌの艶やかな黒い髪を梳いた後、鼻歌まじりにリュシエンヌの髪を弄り始めた。それは今までみたことのない夫の姿で、この時間を彼が心から楽しんでいるように思える。

　武骨な指先が器用にリュシエンヌの髪を掬う。編み込みをしているようだ。ドールハウスの鏡台には引き出しがついていて、そこから鮮やかな色のリボンを取ると、それでまとめ上げていく。

「ほら、見てごらん。リュシエンヌ姫は本当に可愛らしいだろう？」

　鏡台の前に立つリュシエンヌを見つめながら、腕に抱いた人形に話しかけるランヴァルト。ひどく異様な光景だが、それよりも彼が編み込んだ髪型が、王女付きの侍女が整えたものと遜色ないことにびっくりしてしまう。よく見ると、人形とおそろいの髪型のようだ。ということは、人形たちの編み込みも彼がやっていたことになるのだろうか……。

　自分の夫になった人間の秘密が、色々斜め上すぎて、理解が追いつかず混乱してしまう。呆然と鏡の中を覗き込んでいると、階段の上から声が聞こえた。

『……あの、失礼します。プリシラです。ランヴァルト様、そろそろお話合いも落ち着いたでしょうか。入室許可をいただけますか？』

　プリシラの申し出に、一瞬迷うような視線を自分に向けたランヴァルトに向かって、リュシエンヌは頷きかけた。

「プリシラは幼いころからずっとついてきてくれている護衛兼侍女で、私が一番信頼している者です……」

　その言葉にランヴァルトは小さく肩を竦めて、声を返した。

「プリシラ、ここに入ってきていい。ただし、壊れ物が多いから、気をつけて入ってきてくれ」

　その言葉にゆっくりと扉を開けたプリシラは、階段を下りた先に広がる光景に一瞬絶句する。

「あの……これは？」

「ランヴァルトが囲っていた愛玩人形、の皆さま、ですわ」

　冗談めかしたリュシエンヌの言葉に一瞬言葉を詰まらせたプリシラは、穏やかなランヴァルトの顔を見て、それからリュシエンヌの表情を確認すると、ふっと微笑んだ。

「さようですか。でもまあ、愛人の類でなくて、よろしかったです。……たとえリュシエンヌ様の御夫君の趣味が、愛玩人形を可愛がることだったとしても……」










第三章











　少し安心したのか、その日からランヴァルトはぽつりぽつりと色々な話をリュシエンヌにするようになり、別々の部屋で眠るのは外聞が悪いと懸念を伝えれば、夜は再び夫婦の寝室で眠るようになった。

「……私は姫様がまだ小さな頃から、存じ上げておりましたが……まさか自分のところに降嫁されるとは思っていませんでした。ゴツイばかりで、こんな面白味もない自分と愛らしい姫君が夫婦になっていいのかと、国王陛下の申し出を伺った時、最初は躊躇ったのです……」

　とつとつと話す言葉に、リュシエンヌはどうやら嫌われたわけではないと分かってホッとした。リュシエンヌだって一緒に生活するようになって、思いがけない彼の優しさに日々絆されているのだ。

（というか、面白いかって観点でいえば、充分、面白味ありすぎだけど）

　と心の中で思ってしまい、唇の口角が上がりそうになってしまう。本人に言うと傷つくかもしれないから言えないけれど、あの大きな背を丸めて、可愛らしい人形の世話をする様子は……どう考えても楽しすぎる案件だ。

「ですが、他国に嫁がれることを望んでいない姫が、あのヘドウィックから王太子妃に、と話が出ているとお伺いして……。それを阻止するには私の元に降嫁されるのが一番良いのだ、と説得されて……。悪名高いヘドウィックの王太子の元に嫁がれるよりは、確かに私の元に輿入れされる方が、少しでも姫君の幸せに近いかもしれない、と」

　じっと見つめる瞳は無関心な人のそれではなく、熱を帯びているとリュシエンヌは思う。人形を可愛がってはいるけれど、自分もまたこの人に望まれている、と期待させるほどの熱がそこには篭もっているように思えた。その思い付きはリュシエンヌの胸を思わずときめかせる。

「ですが……あんな姿を見られて、姫君には気持ち悪いと思われたかと……。そうであれば私は、姫君をヘドウィックに嫁がせないための名義上の夫というだけで十分です……」

　名義上の夫でいいと彼が考えるのであれば、もしかしたら、本当の夫婦としての交わりまでは求めてはいけない、と考えたのかもしれない。少し余裕の出たリュシエンヌは、しどろもどろと言葉を連ねる彼を見ているうちに、色々悩んでいたことが徐々におかしく思えてくる。

「気持ち悪いだなんて……」

（まあその自覚があったからこそ、ああやって屋敷の地下室に人形部屋を作って、面倒を見ていたみたいだし、ねえ）

　その後、色々屋敷内で聞き込みをしてくれたプリシラによると、どうやら人形の元々の主は、ランヴァルトの年の離れた妹らしい。小さな頃に水の事故で亡くなったそうだ。

　だとすれば、ああやって、人形と戯れるには圧倒的に向かない見た目であっても、彼が妹の代わりに形見である人形たちを大切に面倒見ている気持ちもわからなくはない。誰よりも強くて逞しいのに、リュシエンヌの夫は、誠実で、優しい心と繊細さを持っている人なのだ。それを確認するように、そっと彼の手を握れば。

「……リュシエンヌ姫？」

　顔を赤くしながらも視線を合わせてくれる人に、リュシエンヌはにっこりと笑った。

「まず、その呼び方を変えましょう。もう私は貴方の妻ですから、リュシエンヌと、呼び捨てで結構です。私もランヴァルト、と呼ばせてもらっていますし。ね」

　にっこりと笑って、彼を上目遣いに見上げる。

「妻……。あんな姿を見ても、リュシエンヌ姫は、まだ私の妻といってくださるのですか？」

「もちろんです。私は神々の前で誓いの言葉を述べて、ランヴァルトの妻になったのですよ。ほら、私の事はもう名前を呼び捨てにしてください」

「はい……リュシエンヌ………っ………っ様」

　真っ赤になりつつ、最後の最後で視線を逸らして、敬称をつけて呼んでしまった彼を見て、敬称なしで呼んでもらうのはなかなかハードルが高そうだ、とリュシエンヌは苦笑する。

「私は四番目の王女でしたし、王太子であるローレック兄もいましたから、政略でどこに嫁がされても受け入れるようにと育てられてきました」

　そっと大きな手を取って話をすると、彼は切なげに瞳を細めた。

「それが……王家の義務、とは承知しております。ですが……姫君がこんなに小さな体で国益の一端を担うとは……」

　彼の優しい言葉に、リュシエンヌは小さく微笑み返した。

「それが王家に生まれた者の責務ですから。……ですが、私は貴方のところに嫁ぐことになりました。お父様とお母様とお兄様がいるこの国で、父の一番傍にいて、良く知っている貴方のところに嫁げて、私は本当に幸せだと思っているのです」

　くすりと笑って彼の頬に手を伸ばすと、彼は青い瞳を見開いた。

「……私のことを良く知っていた？」

「毎日、父の後ろに立っていたではないですか。父は貴方のことをとても信頼していて、後ろにランヴァルトがいれば安心できる、といつでも言っていたのです。だから……結婚相手が、ランヴァルトに決まったと聞いて私、嬉しかったのですよ」

　それに素敵な筋肉の持ち主でしたしね、とは言えずに、誤魔化すようにくすくすと笑って、ランヴァルトの引きしまった頬にそっと唇を寄せた。

「──っ」

　ビクンっと震えて、耳が真っ赤になる。そんな夫の様子が可笑しくて愛おしくて、笑みが溢れる。

「……姫は……」

　ぼそりと、彼が視線を上に泳がせたまま、呟く。

「……はい」

「本当に、将来、私の子供を産むおつもりがあるのですか？　私と真の夫婦となる覚悟を持って嫁いでいらっしゃってますか？」

　ぎゅっと一瞬目をつぶって、尋ねた彼の言葉に頷く。

「はい、それが公爵家に嫁いだ私の義務だと思いますし、望んで嫁いで参りました……」

「義務で……こんなものまで、その御身に受け入れるつもりですか？」

　そう言うと彼は決心したように下履きを緩め、小さな彼女の手のひらを捕らえ、自分自身に導く。

「……っ」

　そこにあったのは、リュシエンヌの手のひらにとても収まりそうにない大きな塊。思わず息を呑んでしまう。

「姫のあの小さな……蜜口に……。もちろん感じやすい姫なら、すぐにとろとろになりますが……こんな大きすぎるモノを挿れられるのですよ」

　ゆっくりとリュシエンヌの手で彼自身を撫でさせながら、その時のことを想像したのか、彼は切なげな吐息を漏らす。それだけで、大型犬がものすごく艶っぽくセクシーな男性の姿に見えてくるから不思議だ。目元が赤くて、こちらに投げかける視線は潤んでいて、リュシエンヌも彼の男性としての色香に当てられて心臓のドキドキが止まらない。

「私は愛らしくて小さな姫を傷つけたくなくて……どうしたらいいのかずっと悩んでいたのです。……本当によろしいのですか？　……許されてしまえば、私は貴女に対しての欲望を抑えきれなくなってしまうかもしれません」

　ふと真剣な声で尋ねられて、リュシエンヌは胸にドクンと血が流れ込むような気がする。自分に対しての欲を露わにされた言葉は、けして嫌なものではなくて、また一つ彼のことを知れた喜びが根底にあって、ドキドキしながらも、素直に微笑んで彼の言葉に頷く。

「はい……私、がんばります」

　そう答えると、彼は潤んだ視線を揺らして、困ったように視線を逸らした。「姫は本当に愛らしすぎる」と切なげにつぶやくと、それでも、顔を真っ赤にしたまま、決意を秘めた目でリュシエンヌの瞳を真正面から捕らえる。

「…………かしこまりました。姫がそう望むのなら……これを姫の体で受け入れてもらうために、本当の夫婦になるために……今晩から、少しずつ訓練いたしましょう」

　そういうと彼はゆっくりとリュシエンヌをベッドに押し倒した。

「──ご覚悟はよろしいでしょうか？」

　その言葉に甘い怯えを感じつつも、リュシエンヌが小さく頷くと、数日ぶりに始まったあの気持ちの良い体験は……もう一歩、段階が進むことになった。




「ああ、姫は本当にイヤラシイ。何も知りませんという可愛い顔をしていらっしゃるのに胸は豊かですぐに先まで硬くなってしまうし、大事なところも私に触れられると、あっという間にトロトロに溶けておしまいになるのですから……」

「あっ……ダメっ」

　普段はあまりしゃべる方ではないのに、こういう時だけ艶っぽい低音な囁きを、雄弁に耳元に落とすのは勘弁してもらいたい。しかも捏ねるように大きな手で両胸を揉みしだきながらだ。言われた通り先端は硬く起ち上がり、ランヴァルトの硬い指の腹が擦れるたび、ゾクゾクが止まらなくなってしまう。切なげな視線を送ると、彼はそっとリュシエンヌの唇にキスを落とした。

「小柄な姫に、私を受け入れていただくには……ここの中をじっくりとほぐさなければいけませんね」

　散々舐められて、一度絶頂に追い込まれたそこは、すでに蜜で蕩けている。そこを大きく開かれると、その上を舌より硬いものが滑り、ゆっくりと中に入ってきた。思わずその異物感に小さく体が震える。

「指を……入れました。まだキツイですが……まずはこれで姫の中をほぐしましょう。一本に慣れたら、二本。二本に慣れたら……もう一本」

　そう囁きながら、ちろちろと舌が這うのは蜜口の上にある感じやすい芽だ。リュシエンヌは慣れてきた快楽を受け入れて甘い声で啼いた。彼の指はゆっくりとリュシエンヌの中を探り、ゆるゆると抽送する。きつくておかしな感覚がして苦しくなる。

　でも快楽の芽を優しく舐められて、裏の辺りを押してくる指の力と共に、徐々に体の力が緩んでいった。

「ひゃっ……ダメ、それ。ラン……ヴァル……っ、オカシク、なっ……」

　なっちゃう、と言いかけた瞬間、コリと舌と歯の先で強めに芽をつぶされて、ヒクンと体が跳ね上がる。彼の指がぐっと奥に入り、裏側からそこをノックする。瞬間、今までと違う感覚が全身にこみ上げてきた。自然と体がガクガクと震え、悦楽と共に全身が収縮する。

「はっ……はぁっ、あぁっ、ぁあっ」

　短く何度も息を吐きだしながら、リュシエンヌは以前より苛烈な絶頂感に身をゆだねていた。ひくひくと中がうねるような感覚を覚え、ハクハクと入り口が収縮を繰り返す。

「姫は……本当に物覚えがよろしい……」

　くすりと笑った彼が、広い胸にリュシエンヌを抱き寄せる。彼の耳だけでなく体まで真っ赤だ、なんて思いながら、その左胸に耳を寄せると、ドクドクと心臓が跳ね上がる音がする。自分の胸にも手を当てれば、同じように騒がしい。

「今日も……痛くはありませんでした」

　少しは進んでいるのだろうか、と呟くと、彼は小さく笑った。

「痛くしないために注意していますから。ですが姫が愛らしすぎて……私の方は、今ガチガチに勃ち上がって痛すぎるほどです……」

　そう言われて、ハッと気づく。精を吐き出さないと、男性は辛いのだとプリシラが言っていた。

「あの……だ、大丈夫ですか？」

　思わず尋ねてしまったら、彼が少し悪そうな笑みを浮かべた。

「……姫があまりにも可愛い反応をされるので、全然大丈夫ではありません」

　断言されて、唖然と彼を見上げると、彼は蜜が滴るような甘い表情を浮かべ、リュシエンヌの手を取った。

「ですから、姫の練習にお付き合いする間、この手で慰めてもらってもいいですか？」

　そう言うと、彼は緩めた下履きの中に彼女の手を誘い込む。さっきよりずっと硬くて熱い感触に何故かゾワリとお腹の辺りが熱くなった。

「あ、あのっ……」

　咄嗟に引っ込めようとした手を彼はそのままそこに押し付けて、上下にゆっくりと動かしはじめた。

「あぁ……たまりません。姫の手が、私のに触れている、と思うと……」

　ふんふんと鼻息が荒くなった気がする。やっぱり興奮している大型犬みたいだ、と思ってなんだかおかしくなって来たら、耳元で掠れた声がする。

「これを……姫の愛らしいあそこで受け入れてもらわなければ子供が出来ないのですよ、怖いでしょう？」

　と言いつつ、彼の呼吸は更に乱れる。確かに手の中のそれはすごく大きくて、小さなリュシエンヌの手のひらでは、覆うことができない。とてもじゃないけれど、指一本できつくなる場所に入れるのは不可能な気がする。

「でも……きちんとできるように、ランヴァルトが、毎晩、私をいっぱい訓練してくださるのでしょう？　……あの、さっきみたいに」

　彼自身を撫で続けている自分の手を見ていられなくて、じんわりと熱を顔に感じながらも、視線を上げる。するとさっきよりも真っ赤になった彼がそこにいた。

「っちょっ……あの、リュ、リュシエンヌ……様っ」

　視線があった瞬間、ビクンと体を震わせて、彼は二度三度とのけぞるような恰好を取る。瞬間、先ほどまで張り詰めたようだったそれが、ビクッビクッと律動して、何かを吐き出すと、ふわりと柔らかくなった気がした。

「──っ、姫があんな目で私をご覧になるから、我慢が……」

　自分のしてしまった事を恥じるように彼は、片手で顔を覆いながら、慌てて彼自身を撫でていたリュシエンヌの手を引き抜くと、ベッドから立ち上がる。

「す、すみません、身を清めてきます！」

　それだけ言うと、彼は部屋を飛び出していく。下履きを履いただけの、ほぼ裸のままで……。

　リュシエンヌは状況がわからずに、呆然と彼を見送る。ふと、プリシラの言った言葉を思い出した。

『白っぽいものが出たら、それが男性の精です。赤ちゃんの元です。それが出れば男性は達した、ということになるのです』

　……ということは何か。互いに達し合って、とりあえず一段階、二人の仲は進んだ、ということなのだろうか。

「……ですがランヴァルト、これは敵前逃亡、ですわね……」

　指先についた、ぬるついたものをどうしようかと見つめながら呟く。

　さて、あの生真面目で律儀な夫にたいしてどう攻めるべきか、プリシラと相談しなければ、とリュシエンヌは苦笑を浮かべたまま、閉じられた扉を睨んだ。

　──逃げていく彼の張り詰めた背筋は、それでも最高に素敵だった、と思いながら。
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「あの、今日は何をされる予定なのですか？」

　地下室に用意された茶器を眺めながら、ランヴァルトが呆然と声を上げた。

「この人形の皆さんは、ランヴァルトにとって家族のような大事な存在なのでしょう？　だったら私も人形の皆さんと仲良くしたいと思っていますの」

　そう言ってにっこり笑うと、ランヴァルトは不思議そうに目の前に用意された茶器に視線を落とす。

「こんな大男が、愛玩人形などを可愛がっている、と知ったら普通、気持ち悪がられると思っていたのですが……」

「まだそんなことをおっしゃるのですか。ランヴァルトが大切な方の形見を大事にしていらっしゃる優しい人だと、私はちゃんとわかっています」

（やっぱり可愛がっている自覚はあったんだ……）

　と内心の思いを隠して、リュシエンヌはにこにこと笑う。まあ、人の趣味はそれぞれで、それが誰かの迷惑になるものであったり、傷つけるものでないのなら、それは個人の自由だとリュシエンヌは思う。

（私だって言ってないだけで、ランヴァルトの筋肉とか……すっごく好きだし。できればもっと気軽に愛でまくりたいし）

　そんな自分の趣味だって理解できない人は多いと思うのだ。

「お茶会は女の子が仲良くなる大事なイベントですものね。ね、アンジェ」

　リュシエンヌは自分の隣に腰かけるように置かれている人形に話しかけた。アンジェはランヴァルトが一番気に入っている人形である。綺麗にウェーブしたストロベリーブロンドに、青い瞳はランヴァルトとおそろいだ。故人が一番大事にしていた人形だという。

「アンジェ様、お茶をどうぞ……」

　にっこりと笑ったプリシラによってアンジェの前に置かれたのは小ぶりのカップとソーサーのセットだ。中には紅茶が注がれている。そしてリュシエンヌの前と、ランヴァルトの前にも茶器が置かれていく。

「リュシエンヌ様は、この人形をずいぶん可愛がってくださるのですね」

　不思議そうに尋ねるランヴァルトにたいして、リュシエンヌも少し困惑気味の笑みを返した。

「よくわからないのですけど、アンジェを見ていると何故か妙に懐かしくて……」

　青い瞳をじっと見つめていると、聞こえるはずのない声が聞こえてくるような気がする。『リュシエンヌ様』と軽やかに呼ぶその声は、人形の声に相応しく、鈴を転がしたような愛らしい子供の声で。

「……不思議ですね。ですが、せっかくのお茶が冷めてしまいますわ。それに焼き菓子も持って参りましたので、皆様で召し上がってください」

　気の利くプリシラは、お菓子だけでは足りないだろうと、ランヴァルトのためにハムを挟み込んだサンドイッチまで用意してくれていた。

「……で、お父様はどうされたのですか？」

「……ええ、その時国王陛下は、他国の庶民の味が食べてみたい、とおっしゃられて、お止めしたのですが、良い匂いがするから、と下町の怪しい食堂に入って行ってしまって……」

　困り顔で淡々と話すランヴァルトの話に、リュシエンヌは眉を寄せつつ頷く。国王である父が、ランヴァルトに抱えられて逃げ帰ってきた時の話だ。どうやら好奇心旺盛な父が我が儘を言ったせいで、ランヴァルトは厄介事に巻き込まれたらしい。

　だが父が娘に言っていたような国家的な陰謀というような話ではまったくなく、単に父の好奇心が招いた失敗だったようで、リュシエンヌは頭を抱えてしまった。

「本当に……お父様は何をしていらっしゃるのかしら……」

　これでも世間では賢王などと評価されたりしているのだから不思議なものだ。

「ですが……好奇心が強いのは、リュシエンヌ姫も似ていらっしゃるのでは」

　真面目な顔で見つめられ、リュシエンヌは目を瞬かせた。

「私、が、ですか？」

　ぱちぱちと瞬きをすると、彼は困ったように眉を下げて頷いた。

「好奇心が強すぎて、私の秘密まで探り当ててしまって、挙げ句にこんな風に……」

　人形たちに囲まれた部屋で、小さなソファーにも座れずに、床に座って小さなテーブルの上に載せられたティカップを持ち上げてお茶を飲んでいる、そんなランヴァルトの姿に思わずリュシエンヌは笑ってしまった。

「そうですよ。夫婦に秘密は禁物ですから。なんでも話してください。私も困ったことがあればランヴァルトに相談しますし、父を救ってくださったみたいに、私の事も何かあったら助けてください」

　私が思う、一番頼りになる騎士がランヴァルトですから、と告げてにっこりと笑うと、何故かランヴァルトは急に言葉を少なくしてしまう。

「……ランヴァルト？」

　首を傾げてその顔を覗き込むと、彼はちらりと使った茶器を片付けていたプリシラに視線を向けた。

「……あのリュシエンヌ様、私、茶器を片付けてきますね……」

「え、そうなの？」

　突然、席を外すというプリシラの行動を不思議に思いながら頷くと、プリシラは何故かにっこりとランヴァルトに、笑顔を向けて地下室を出て行った。

「……姫君、こちらへどうぞ」

　プリシラの背中を見送っていると、ランヴァルトに声を掛けられて、リュシエンヌは彼の手を咄嗟に握ってしまう。ふわりと柔らかく引き寄せられ、腰を下ろすことになったのは彼のすぐ隣に置かれた小さなソファーの前だった。

「そうしていると、姫は大きな人形のように見えますね。……姫、どうぞお召し上がりください」

　何故か彼が持っているのは先ほど用意された焼き菓子だ。

「あの、ランヴァルト？」

　何故か妙に熱っぽい瞳の色を見て、思わず目を瞬かせてしまう。

「ほら、あーん」

　妙に甘い声を出されて、躊躇いつつも唇を開くと、そっと焼き菓子を口に運ばれた。ゆっくり咀嚼すると、彼は満足げに笑う。

「紅茶もどうぞ……」

　手を伸ばそうとすると、何故か彼の手から飲ませたがるから、ゆっくりと傾けられたティカップに唇を寄せた。まるで……彼がリュシエンヌを人形に見立てて、遊びを始めたような気がして、少しだけ焦ってしまう。

「あの、もしかして私で人形遊びをしていませんか？」

「……さあ、どうでしょうか……」

「もしかして……ランヴァルトは、人形遊びが好きなのですか？」

　ふと真面目に尋ねると、彼は一瞬困ったような顔をして、それから、そっと傍らに座らされていた、アンジェを抱きあげて、その顔を覗き込む。

「そうですね、好きかもしれません。……一番大事にしているこの美人さん、アンジェは、私の妹そっくりに作られた人形なのですが……」

　どこか切なげに微笑むと、彼はその人形のモデルになった少女の過去の話をし始めた。




「妹アンジェリカは私とは十歳違いで、人形遊びが好きな子でした。特に気に入っていたのは、彼女に似せて作られたこのアンジェで。自分の愛称で人形の名を呼び、毎日人形遊びをして、それはそれは可愛がっていました」

　するすると、人形の艶やかなストロベリーブロンドを撫でると、ランヴァルトは小さくため息をついた。

「私は人形遊びをしている可愛い妹のアンジェリカの姿を見るのが好きで、よく彼女が人形で遊んでいるのを傍らで見ていました。たまには頼まれて人形遊びに付き合って……」

　その頃は年の割に小柄で、今ほど違和感はなかったはずです、とランヴァルトは小さく笑った。

「ですが、アンジェリカが五歳になった夏、湖のほとりにある別宅に家族で出かけた時に、彼女はこの人形を湖に落としてしまい、大事な人形を救い出そうと今度は自分が水に落ちてしまって……」

　その言葉に、リュシエンヌはヒュッと小さく息を呑んだ。

「家の者がなんとかアンジェと共にアンジェリカを救い上げたのですが……」

　湖の水を多く飲んでしまったアンジェリカは、そのまま肺炎を起こして亡くなってしまったのだという。アンジェが寂しくないように、ずっと仲良く遊んであげてね、と兄ランヴァルトに言い残して。

「……そう、だったのですか」

　そっと彼が見つめる人形たちを見て、リュシエンヌは小さく嘆息をついた。優しい兄であったであろうランヴァルトは、その事でどれだけの傷を心に負ったのか。

「当時の私は泳ぐことがあまり得意でなくて、一瞬、躊躇ってしまったのです。ですが隣にいた私が、即座に飛び込んでいれば、妹は死なずに済んだのかもしれない……」

　苦し気に言うと、彼は震えるほどきつく拳を握りしめていた。未だに苦しみを抱えている彼の様子に胸が張り裂けそうだ。その苦悩はリュシエンヌの心に迫ってきて、知らないはずの少女の死に酷く呼吸が乱れた。

「それで、妹を亡くした悲しみを埋めるように、妹の代わりにせっせと人形たちの世話をしていたのですが、いつの間にか、それが日常になり私の癒やしになっていたようです」

　落ち込んでしまったリュシエンヌの髪をサラリと撫でて、彼は自嘲気味の笑みを唇に浮かべて見せた。

「その後、縦にも横にも人並み外れて大きくなった私は……こんな愛らしい人形たちの世話をやくには到底似合わない見た目になってしまったので、こんな場所で隠れてこそこそと面倒を見ていたのですが、どうやらこうやって愛らしいものを可愛がることが、ことのほか好きになってしまったようで」

　はぁっと彼は落ち込んだようにため息をつく。

「……ですが、傍から見れば気持ち悪いでしょう。こんな男とは離縁していただいても結構です」

　まっすぐに自分を見つめるランヴァルトの表情を見て、リュシエンヌは首を横に振り、小さく笑みを浮かべた。

「私、そんなことで貴方と離縁したりしません。それに……私にだって、ランヴァルトに内緒にしている秘密があるのです」

　お互いに本当の姿を曝け出しあいましょう。夫婦はお互いに正直な方がきっと上手くいきますから、とリュシエンヌがきっぱりと言うと、ランヴァルトはリュシエンヌの秘密など想像もつかない、と呟きながらも、ホッとしたように頷いた。










第四章











　そして、その日の夜。ランヴァルトを寝室に引きずり込むと、リュシエンヌはその大きな体をベッドに押し倒し、上から顔を覗き込んでいた。

　力で抗おうと思えば王宮騎士団で近衛騎士隊長を務めるランヴァルトには簡単なことなのだろうけれど、華奢なリュシエンヌにけして無体を働けない夫は、彼女のなすがままに押し倒されてくれている。

「あの……姫、この体勢は……」

「私の秘密の話をします、と先ほど申し上げました」

　それだけ言うと、リュシエンヌはドキドキ心臓を高鳴らせながらも、そっと彼のガウンのリボンを解き、その分厚い胸板を堪能するように、肌に指先を滑らせる。

　彼の過去の悲劇の話と、それをきっかけにした少し特殊な趣向性を知ることになったけれど、誰にだって秘密の一つや二つはあるし、人から見たら不思議な趣味趣向があったっておかしくないのだ。だったら、自分の秘密を曝け出して、少しでも彼が自分を身近に感じてくれたら嬉しい。

　彼の胸に手を滑らせると、ランヴァルトは小さく身を震わせる。高い熱量のせいか、普段鍛錬を欠かさないせいか、張り詰めた肌は艶やかでなめらかだった。思わず熱っぽいため息を零してしまうと、目の前の夫になった人は驚いたように目を瞬かせる。

「あ、あの？」

「……正直に告白いたします。私、今となってはランヴァルトの優しい所も、すぐ恥ずかしくなって真っ赤になる所も、真面目で誠実なところも、全部大好きですけれど。……最初にランヴァルトの妻になるようにと父と兄に言われて嬉しかった最大の理由がコレです！」

　そう言うと、立派な胸筋をゆるゆると指で撫でる。筋肉の隆起とその谷間を指でなぞると、ゾクリと彼が震える。震えるだけで一瞬形を変える陰影が薄明かりのベッドで余計艶めかしく見える。思わずコクリと唾を飲んでしまった。

「……はしたなく思われますか？　私、一番身近な男性であるお兄様もお父様も、華奢で小柄で……。ですから、それとはまったく違う、筋骨逞しい男性にすごく魅力を感じるみたいなのです。でっ……ですから、あのっ、この結婚話は私にとって、すごく、……えっ？」

　必死に説明している最中に、あっさりと体勢を入れ替えられてしまい、いつの間にか、ランヴァルトを押し倒していたはずの自分が反対に、彼に押し倒されていることにリュシエンヌは気づく。しかも……。

「んっ……んんんっ」

　結婚してから触れるだけのキスしかされてなかったのに、その唇は一瞬触れた後、貪るようにリュシエンヌの小さな唇を覆い、何度も啄む。驚いて息を呑んだ瞬間、分厚い舌がリュシエンヌの唇を割って、驚いている彼女の舌を絡め取る。突然熱烈なキスをされて、そのまま舌を何度も擦り合わせるように絡まされ、何より分厚い体に抱きしめられて、うっとりと甘いキスに酔わされてしまっていた。

　力が抜けたことをいいことに、リュシエンヌの口内をランヴァルトの意外に器用な舌がたっぷりと堪能する。それからゆっくりと唇を離した。鼻先が触れ合うような距離で、相変わらず真っ赤な顔をしたまま、それでもランヴァルトが嬉しそうに尋ねてくる。

「でしたら……私たちは、お互いの好みが一致していた、ということでしょうか……」

「……え？」

「私は愛玩人形のように可愛らしくて世話を焼きたくなるような女性が大好きで、小さくて可愛らしいリュシエンヌ様は私の理想そのもので……密かに……憧れていた存在でした」

　そう言いながら、彼の首筋からは熱がどんどん発してくるような感じがする。それだけ……羞恥心を感じながらも、本音を話してくれているのだろうか、と思うと、夫婦になって初めてというくらい、胸が甘く切なく高鳴ってしまう。

「私は……密かにお父様の後ろでいつも寡黙に控えているランヴァルトに憧れていました。逞しくて素敵だなあって……」

　すりと、その胸に頬擦りをすると、ランヴァルトはビクンっと体を震わせた。

「ありがとうございます。……でしたら、今度は姫のお世話を私にさせてください」

「……い、いいですよ。その代わり、私はランヴァルトの素敵な体を撫でまわしますけど！」

　負けないように言い返すと、彼はふっと瞳を細めて笑う。

「ええ、好きなだけ撫でまわしてください。……多分最終的に撫でまわすのも、愛でるのも私の側になりそうな気もしますが……」

「そんなことありませんよ、今までだって、その素敵な背筋とか、お尻の辺りの筋肉とか、撫でまわすの、すごく我慢していたのです」

「ええ、リュシエンヌ様に撫でていただけるのなら、いくらでも喜んでこの体を差し出します」

　お互いに真っ赤になりながらも、本音を告げてくすくすと笑い合う。ようやく彼と気持ちが通じ合い、気持ちが高揚していく。それに大切な人に、自分が好きなものを素直に言えて、それを許してもらえた喜びは何物にも代えがたいのだ。

「……好きなだけ触ってください。姫に触れられるのは、いつでも気持ち良いですから」

　その言葉に勇気をもらって、触れてみたかったところ一つ一つに触れてみる。厚みのある胸から綺麗に割れている腹筋。筋を確認するようにくぼみを辿り、他の部分に比べると細く見える腰に手を回す。でも細く見えるだけでそこにもしっかりと筋肉がついていることに、気づくと、思わず感嘆の吐息を漏らしていた。

「……はぁっ……素敵」

　それに呼応するように、ランヴァルトは目を細め、微かに眉根を寄せる。その表情がすごく色っぽくて心臓が壊れるかと思うくらい、ドキドキしてしまった。

　そしてリュシエンヌは背中を撫で上げるか、そのまま触れてみたかったお尻を触るか一瞬逡巡して、それから……。

「はっ……姫っ……様」

　一瞬身を震わせるように微かに動いた彼に構わず、ゆるゆると手を下におろしていった。触れたところは隆起していても女性のそれのように柔らかくはなく、ごつごつとしていて、それでいて……。

「……すごく、硬いのですね。ドキドキします」

　自分にお尻を撫でまわされて、切なげに顔を顰めているランヴァルトを見ていると、なんだかとってもイケナイ事をしているような気がしてしまう。もちろん夫婦なのだから、そしてなにより夫であるランヴァルトが許してくれているのだから、ちっともイケナイ事ではないのだけれど……。

　散々、触りたいだけ彼の臀部を撫でまわし、お尻の割れ目を内側に向かって指先で辿りかけると、彼の大きな手に止められてしまった。

「……もうよろしいでしょう？　それに……今度は私の番です」

　彼は自らの手をリュシエンヌの顔の横まで持ってくると、その手をベッドにつき、じっと彼女の顔を覗き込む。真っ赤な顔をして純情そうな表情を浮かべていると思ったのに、刹那、彼は従順な大型犬からオオカミに姿を変えて、獰猛な瞳でリュシエンヌを見つめた。

「……ひぁっ」

　彼は一方の手でリュシエンヌの膝裏を持ち上げて、大きく開く。そのまま膝で軽く彼女の体を開いたまま抑え込むと、リュシエンヌの淡い繁みに指を挿しいれた。

「……リュシエンヌ様は……本当に男の筋肉が好きなのですね。私に触っていただけなのに……こんなになっていらっしゃる……」

　蜜口を軽く撫でるようにしてわざと水音を立てて、どれだけ濡れているか確かめて、リュシエンヌの羞恥心を煽る。

「……男性の筋肉が好きでも、触れたいと思うのは一人だけですからねっ」

　恥ずかしいのを誤魔化すために少しだけ睨むようにすると、彼は嬉しそうに瞳を細めた。

「私の筋肉がお好き、という意味だと思ってよろしいのですか？」

　オオカミになったランヴァルトはすごく意地悪だ。なのに、それがドキドキきゅんきゅんしてしまうから、どうしたらいいのかわからない。こうして夫婦と一緒に時間を過ごすうちに、彼の筋肉が好きなだけじゃなくて、彼自身が好きになっている、なんて恥ずかしくて言えない。だから……。

　思わず顔を手で覆い、熱っぽい吐息をつく。

「そ、そうです。ランヴァルトの筋肉が好き、なんですっ」

「……ではこの体で、リュシエンヌ様を抱くための準備をしましょう」

　そう言うと少し体をずらし、彼はリュシエンヌの下肢を大きく開いた。薬指と人差し指で綻んだ花びらを広げると、ゆるゆると中指で割れ目を撫でて指先と蜜を馴染ませていく。

「はっ……ぁあっ」

　彼の指で大切なところを貫かれるのだ、と思うと、待ちかねた花は蜜を大量に吐き出す。ゆっくりとリュシエンヌの蜜を纏ったランヴァルトの指が中に挿入される。

「んぁっ……ぁあっ」

　思わず声が漏れてしまう。何度もゆっくりと抽送されて、とろとろに脳内が蕩ける頃には、もう一本、もう一本と指が足されて、既に三本の指がバラバラと中でリュシエンヌの愉悦を駆り立てるように動き回る。しかももう一方の手は感じやすい芽を優しく剥いて、蜜を纏わせては柔らかく撫で続けている。

「はっ……も、ダメぇっ……」

　ゆっくりと高められて、達する寸前で手を止められた。代わりに押し付けられたのは、硬くて大きくて熱を持ったもの……。

「あぁ、今夜こそ、姫の全てを私にくださいますか？　本当は、初夜からずっと、貴女が欲しくて……欲しくてたまらなかったのです」

　そっとリュシエンヌの手を取り、そっと唇を寄せて懇願される。未知なものに対する微かな恐怖を感じながらも、真剣に許しを請う目の前の人が愛おしいと思う。いつの間に夫に対する愛情が育っていたのか、不思議に思いながらも、リュシエンヌは小さく笑みを浮かべた。

「……私は、貴方の妻、ですから……私の全部は貴方のものですよ」

　瞳を閉じると、優しい口づけが降ってくる。そっと互い違いになるように指先を絡めて手を握り合う。

「少しずつ……慣らしていきましょう。今夜、無理に全部受け入れてもらわなくてもいいのです」

　優しく言われた言葉に、彼の頬に手を伸ばし、リュシエンヌは顔を左右に振った。

「全部……受け入れますから。時間が掛かっても、絶対」




（イ、痛ぁ～～～～～～～いっ）

　とは言ったものの、体格差は伊達ではなく、彼を受け入れるのにリュシエンヌはチカチカするような痛みを感じて必死で意識を外に逸らそうとする。中に入り込むそれは、ミシミシと内壁を擦る。

　ふと目を開けて目の前の人を見ると、同じように眉を顰めて、苦し気に呼吸を漏らしている。できるだけリュシエンヌに負担を掛けないようにと、ランヴァルトは太い腕と下肢で自らの体を支えていた。腰にも臀部にも緊張が走り、その筋肉の隆起が、彼が欲望に負けないようにと、必死に自身を制御していることを伝える。

（痛い……けれど、これだけ頑張ってくれているのだもの。ちゃんと受け入れたい……）

　一瞬互いの視線が合い、そっと唇が降ってくる。申し訳なさそうな彼の額には汗が噴き出している。

「すみません、私が小さくなればいいのですが……姫の中は気持ち良すぎて……ちっとも小さくなってくれません」

　夫の必死で情けない声に思わず小さく笑ってしまった。瞬間、緊張に固まっていた体が少し緩む。

「はぁっ……」

　瞬間、ずりっと彼が奥に入り込んでくる感覚がする。そっと額にキスを落とされて、彼がほっと吐息をついた。

「ああ……やっと。……これで、全部入りました」

　その言葉に二人で難事をやり遂げたという喜びの気持ちが一気に湧いてくる。

「がんばりましたね、ランヴァルトも、私も！」

　これで正真正銘、本当の夫婦です、と喜びの声を上げて思わずぎゅっと彼に抱き着くと、更に深く彼が中に入ってきて、息を呑む。お互いに視線を合わせて小さく微笑みあった瞬間。

「そういえば今日は、姫の胸を可愛がっていませんでした。顔がこんなに幼くて愛らしいのに、胸はこんなに豊かなんて……どれだけ貴女は私の理想通りなのですか」

　わけのわからない事を言いながらも、彼の舌がリュシエンヌのたわわな胸の頂に落ちてくる。ちゅっと蕾を吸い上げられて不思議な感覚がこみ上げてくる。きゅんっと中が律動した。

「姫っ……何をっ」

　何もしてない、と言いたいけれど、彼が胸の蕾を舌先で掃くたびに、ぞわりぞわりとその感覚は鋭くなり、いつしか痛みよりその感じが強まってくる。思わず腰がもぞもぞと動いてしまう。刹那、彼がピクンと体を跳ね上げて、困ったような声を上げた。

「……姫の中は良すぎます。ゆっくり動いても……？」

　その言葉に同意を示す様にそっと彼の臀部に手を伸ばす。リュシエンヌに負担を掛けまいと、硬く力が入って、引きしまったそこを手のひらで撫でると、彼は艶っぽい吐息を漏らした。それから小さくリュシエンヌにキスを落とすと、少しずつ動き始める。

　愉悦に張り詰めた胸に唇を這わせ、リュシエンヌに快楽を与え、その感覚を体の芯で拾わせるように、ランヴァルトは緩やかに抽送した。そのたびにたわわなリュシエンヌの胸が揺れる。それに惹かれるかのように、彼は何度も唇を寄せて、舌先で甘く愛撫を繰り返す。そのたびにじわじわとお腹の中に悦楽が溜まっていく。

　そんな繰り返しをしているうちに最初は内臓を引っ張られる様な怯えを感じていたリュシエンヌは、彼が自分に馴染んでいくのを感じ取る。

「はっ……ぁあっ、ひぁっ……」

　ゆっくりと押し込まれるたびに声が上がり、少しずつ引き抜かれるときには、痛みより愉悦が徐々に増していく。ゆっくりと負担を掛けないようにその動きを緩やかに繰り返されていくうちに、徐々に互いが昂っていった。

「はっ……ランヴァルト、きもち……っ」

　思わず彼の臀部を抱いていた手に力がこもってしまう。彼がヒクリと身を震わせると、その青い瞳に熱を込めて囁く。

「……ずっと……まだ貴女が幼いころから、愛らしい姫だとお慕いしていました」

　その言葉を聞いた瞬間、痛みは完全に消えて、胸を締め付けるような悦びだけが身を支配する。ぞわりと体の奥底が更なる快楽を拾い始めて、彼の大きなそれが、奥を柔らかく捏ねるようにするたびに、たまらずにリュシエンヌから切羽詰まった甘い声が上がる。

「あっ私も。私も、好き。……ラン……も、すごいの……ぁあっ、もっと……もっと欲しいのぉ……」

　ぎゅっと彼の臀部に回していた手に力がこもる。ランヴァルトはそのままリュシエンヌの小さな唇を奪い、それでも彼女の体を気遣いながら貪り続ける。張り詰めたモノの根元が、感じやすい芽に擦れ、ぐっぐっと奥に当たるたびに、快楽は何倍にも膨れ上がる。

　とろとろに溶けた彼女の蜜は、大きすぎる彼との間の潤滑油としての機能を十分に果たし、淫らな水音を立てながらも、蕩けそうなほどの快楽をリュシエンヌに与える。恥ずかしいけれど嬉しくて、ぎゅうっと彼の臀部を引き寄せながら、リュシエンヌは彼の唇を求める。

「キスして……。ずっと憧れていたランヴァルトのもとに嫁げて、私、幸せなの……」

　強くて逞しい体に抱きしめられて、女性としての悦びを教えてもらえて、こんな幸福が結婚生活に待っているなんて思ってもいなかった。ようやく本当の意味で妻となったリュシエンヌは悦びに身悶え、甘い涙を流しながらも、妖艶な笑みを唇に浮かべる。

「……姫はやっぱり罪作りだ……私の方がよっぽど前から、貴女のことを……」

　囁きながら、堪らなくなった彼が腰を激しく振ると、あっという間に互いに果てがやってくる。

　リュシエンヌは最奥で彼の迸りと共に絶頂を覚えて、肌を真っ赤に染めながら、彼に抱き着いていた。

「……これで、私達、本当の夫婦になれたのですね……」

　その言葉に赤面症の夫もオオカミから大型犬に戻った様子で、嬉しそうに頷く。

　ぶんぶんと左右に振る尻尾が見えた気がしたのは、多分リュシエンヌの空目だったのだろうと思う。
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「リュシエンヌ様、無事人形たちの移動も終わりました」

　にっこりと笑って声を掛けてくれたのは、自ら先頭に立って、地下室からの引っ越しを指示してくれたプリシラである。

　ランヴァルトといえば、今は国王陛下の護衛で屋敷にはいない。その隙に屋敷内の最も良い部屋、リュシエンヌの私室の一つを人形部屋にしたのだ。

「いくら綺麗にしていてもお日様の一つも差さない部屋は寂しいですよね。ここならランヴァルトもいつでも人形たちに会えるし、私もお世話をすることが出来ますもの」

　そんなリュシエンヌの意見をプリシラは全面的に賛成してくれた。それに屋敷の者たちに主人として愛されているらしいランヴァルトの為であれば、「リュシエンヌ様の大事にしていた人形を、リュシエンヌ様のお部屋に運び込むだけですから」というプリシラのわざとらしい言い訳にも、全員笑顔で頷いてくれて、この引っ越しが無事完了したのだ。

　帰ってきたらランヴァルトも喜んでくれるだろう。それに、ランヴァルトがいいと言ってくれるなら、そして自分たちの間に生まれる子が女の子だったら、この子たちと遊んでくれるかもしれない。いや、ランヴァルトに性格が似ていたら、男の子だって人形遊びがしたいかもしれない。そんなことを想像したらなんだかおかしくなって、くすくすと笑ってしまう。

　ふと初めて彼と結ばれた日のことを思い出して、まだ子供を授かっているわけでもないだろうに、ついお腹に手を当ててしまいそうになる。そんな自分に苦笑していると、多分リュシエンヌの想いを全部お見通しのプリシラが微笑みかけてきた。

「きっとランヴァルト様も、この部屋を見たら喜ぶと思いますよ」

　そう言われると、可愛くまとまった内装に、持ってきたドールハウスと人形たちのいる空間は、明るい陽射しに包まれてとても幸せそうに見えた。

「……なんだかランヴァルトに会いたくなってきちゃった……」

　ぽつりと言葉を零すと、それが本音だということに気づく。あの日、ちゃんと夫婦として結ばれて、でも、それから次の機会がないまま、彼は遠征に行ってしまったのだ。あの出来事が夢みたいに幸せだったから、もう一度彼の腕の中で夢でなかったのか確かめたい。

「……たしかアーレイス家って、レリームに別宅があるのでしたよね」

「ええ、ございますよ」

　そう答えてくれるのはこの屋敷の侍女長だ。レリームといえば風光明媚な場所で、小さな頃何度か遊びに行ったことがある。国王の忠臣であるアーレイス家の直轄領でもあり、主君の姫を妻に迎えるとなった時点で、令息のために公爵の座から引いたランヴァルトの両親が、今暮らしている土地でもある。

　そしてまさに今、そのレリームで国王陛下は領主たちが集まる会談に出席中で、そこにランヴァルトも護衛として着いて行っているのだ。

「……もしかしてランヴァルト様に会いに行かれるつもりじゃ……」

　その言葉ににっこりと笑みを返す。

「ええ、それにお義父様、お義母様にご挨拶にも伺いたいと思っていたの……。ねえ、レリームは初夏の今が一番きれいだって聞いた事があるわ。行ってみたくない？」

　そう告げると仕方ないというように、プリシラが嘆息をつく。

「かしこまりました。それではランヴァルト様と国王陛下あてにも、姫様がレリームに向かうと伝令を入れておくようにいたします」

　その言葉に、リュシエンヌは満面の笑顔で頷いた。
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「はー、大分身軽になったわね、私も」

　馬車から見える景色に、プリシラは楽し気に声を上げた。

「私は逆に心配しなければいけないことが増えて不安ですが……くれぐれも、姫様におかれましては、自重していただいて……」

「はいはい、分かっています。いくら降嫁してアーレイス公爵夫人になったからとはいえ、まだ私の身にはそれなりの価値がある、ということですわね」

　扇で口元を隠しにっこりと笑うと、プリシラはガクンと首を下げて、もう一度ため息をついて同意した。

「ご理解いただけて良かったです。……ですが、姫様が王女殿下だった以前に比べると護衛の数も圧倒的に少なくなってしまいましたし、レリームは国境にまたがる森に囲まれていますから、充分な注意が必要なのです」

　以前ならば、お忍び旅行とはいえ、リュシエンヌの乗っている馬車に同乗するのが護衛兼侍女のプリシラだけ、などということはなかった。それに出かけるときには周りに何台も馬車が連なっていたのに、今は周りには騎士が十数名と、この馬車の他、侍女と衣類が乗った明らかに格の落ちる馬車が一台付き添っているだけだ。

「……こんなところを急襲されたらひとたまりもありませんね……」

　窓の外を深刻そうに警戒しているプリシラに思わず笑みが零れた。

「確かにレリームは国境に近いですけど、カーティス王国内ですし、治安も悪い所ではないのだから、そこまで警戒しなくても……」

　なだめるように話しかけると、プリシラは毒気を抜かれたように窓から視線を外し、座席に座り込んだ。

「ええ……私も心配のし過ぎだとは思うのですけど」

「そうそう、そんな顔をしていたら、せっかくの景色が台無しです。楽しまないと。ね、アンジェ」

　そう言って抱き寄せるのは、すっかりリュシエンヌのお気に入りになった愛玩人形のアンジェだ。何故か傍にいると安心するというか、懐かしい感じがして、今回の小旅行にも一緒に連れて来てしまった。まるで昔からの友達のような気分にさせられるから、この子は不思議だとリュシエンヌは思っている。

「もう……全く姫様は」

　プリシラの呆れた顔が小さく笑顔になった次の瞬間。

「……姫様、私とずっとお約束していたこと、覚えていらっしゃいますか？」

　すうっと温度が下がったプリシラの言葉にリュシエンヌは唇を噛みしめる。それは何か異変が起きた時の合図だ。刹那、馬が嘶き突然馬車が速度を上げた。従者の『襲撃です』の言葉が、一気に騒がしくなった馬車内に届く。

「……ええ、覚えているわ」

　リュシエンヌの言葉に答えることなく、素早くプリシラが動き、馬車の扉の施錠を再度確認する。それから侍女用のエプロンを外して、渡してきた。

「プリシラ……無理はしないで」

　掛けた声は微かに震えてしまった。プリシラを見つめながら、ランヴァルトからもらった指輪を渡す。以前からずっと約束していたこと。それは王女である自分に危機が訪れた場合、背格好の似ているプリシラがリュシエンヌの身代わりになるということだ。そのためにプリシラはリュシエンヌと同じ色に髪を染め続けている。それは公爵夫人になってからも変わらない。でも今までそんな場面に出くわしたことがなかったリュシエンヌは恐怖で喉がひりつくような感じを覚えた。

　がたがたと揺れる馬車の中で、リュシエンヌは侍女のエプロンを身に纏い、身に着けていた耳飾りなどのアクセサリーを次々とプリシラに渡す。プリシラはアクセサリーを身に着けると、胸元に隠したナイフと、スカートの中に隠していた武器を指先で確認して、それから気丈に笑みを浮かべた。

「盗賊か追いはぎのようですね。大丈夫です。すでに護衛の騎士が対応しているでしょうし、万が一馬車が止まっても、この馬車は頑丈ですから、鍵がこじ開けられるまで時間稼ぎも出来ます」

　プリシラはこわばったまま笑みを浮かべて見せた。リュシエンヌは震えていると気づかれないように、彼女の護衛侍女を見つめ頷いた。

「わかっています。馬車が開けられたら、貴女がリュシエンヌと名乗るのですね。私はリュシエンヌお気に入りの侍女のプリシラ……余計な事は言わない。目立たないように静かにしているわ」

　本音を言えば、身代わりなんて危ない事はしないで、とプリシラに縋りつきたい。けれど、元王女の自分が攫われれば国家的な問題に発展する可能性もあるのだ。そしてこういう時リュシエンヌを守るためにプリシラは護衛兼侍女として、ずっと付き添ってきていたのだから。

「……あんまり戦況はよろしくないですね。単なる盗賊にしては統制が取れているようです」

　ちらりと馬車から外を確認して、プリシラはため息をつく。そっと内窓を閉めたのを見て、もう外を見ている余裕もなくなったのだと、そして間違いなく、寸暇で馬車が止まるのだとリュシエンヌは気づいた。

　その予想通り、馬車は急停車させられる。そして外で従者が言い争う声が聞こえて、ついでその声が消えた。

「リュシエンヌ様、では手筈通りに」

　まっすぐに姿勢を伸ばし、上位者の仮面を被ったプリシラが、侍女のふりをしたリュシエンヌを見て小さく頷き掛ける。

（ランヴァルト……早く、早く私達を助けに来て！）

　ぎゅっと胸元で手を握りしめて、神に祈る。

　とまった馬車の外でならず者の声が聞こえ、無理やり馬車の扉を開けようとする様子が伝わってくる。じきに大木槌を持ち出し、扉を壊そうとする音が聞こえ、こじ開けられた扉がゆっくりと開いた。

「いたぞ、女が二人だ。どっちが公爵夫人だ？」

　その言葉にプリシラがアンジェをリュシエンヌの腕の中に預けるようにしてから起ち上がった。

「この馬車が、王宮騎士団近衛騎士隊長、アーレイス公のものと知っていての狼藉ですか？」

　凛とした声に、リュシエンヌはどうすることも出来ない。ここで自分が公爵夫人だと名乗れば、身を挺して守ろうとしているプリシラの努力が無駄になってしまうからだ。

「二人とも外に出せ」

　首領らしき男の声に、二人は馬車から外に引き出された。そこにいるのは盗賊らしき小汚い恰好をした男たちが二十人ほど。

「で、結局どっちが公爵夫人なんだ？」

　と言いながらも堂々と立つプリシラの方に男たちは近づいていく。無視された格好のリュシエンヌは、ぎゅっとアンジェを抱きしめて、プリシラの邪魔になる台詞を口にしないように、必死で唇を噛みしめる。男がプリシラの姿をじっくりと眺め、その手を取ってアーレイス家の当主夫人の証しである指輪を確認すると、頷いた。

「この女が公爵夫人か。大人しく従えば、大事な人質だ。酷い目に合わせるつもりはない。……よし連れていけ……」

　そういうと座り込んでいるだけのリュシエンヌを放置して、男たちはプリシラを連れて馬に乗りその場を立ち去っていく。その背中に無理はしないでと、声を掛ける事も出来ずに見送ると、リュシエンヌは悔しさに歯噛みしながらも、ゆっくりと立ち上がった。

　時間を稼いでくれたプリシラの為にも、一刻も早くランヴァルトと連携を取って、彼女を救い出さねば。

　震える手をぎゅっと握りしめ、小さく吐息を吐く。後ろを振り向けば馬車の横には栗毛の馬が一頭いる。それを確認して、ほっと安堵の息をついた瞬間、整った陣営の騎馬が数騎、こちらに向かって走ってくるのに気づいた。

「……ランヴァルト？　お願い、プリシラをっ」

　盗賊とは違う統制のとれた様子に、救いの手が来たのかと声を掛けると、男たちがリュシエンヌの前で馬を降りてくる。刹那、自分の勘違いにリュシエンヌは気づいた。

「……お迎えに参りました……リュシエンヌ姫」

　何故なら、ここにいるはずのない男が、にっこりと笑って当然のようにリュシエンヌに手を差し伸べたからだ。そしてそのタイミングの良さと目の前の男の姿に、彼女は今回の襲撃が単なる盗賊の仕業ではないことを悟った。

「……なんで、エドアルド王太子がここに？」

　執拗なヘドウィックの求婚者の手を払いのけて、リュシエンヌは後ずさる。

「……もちろん、我が妻を迎えに来たに決まっているではありませんか。リュシエンヌ姫。単なる王宮騎士団の近衛騎士隊長にすぎない男の妻になるより、ヘドウィック国王太子の私の元に嫁ぐ方が貴女の身分にはふさわしい。まあ一度はあんな男に嫁いで、傷ものになってしまった事はこの際目をつぶって差し上げましょう」

　鷹揚に笑みを浮かべる王太子に、リュシエンヌは自分の気持ちを何一つ理解するつもりもないことを知り、嫌悪感を覚える。愛おしい夫との関係を『傷物』呼ばわりするなんて心底失礼な男だ。こんな男の妻になる一切ない。

　捕まらないためには、まずはここから逃げなければ。リュシエンヌが視線を向けた先には、先ほど確認した予備の馬がいる。従者が最後に外してくれたのだろう。馬車との間に繋がれていた綱は既に切られている。そして栗毛に足元だけ白い馬は鐙に手綱をつけて、主人に呼ばれるのを待っていた。

「──ブランカ、来て」

　そう声を掛けた刹那、馬はリュシエンヌの傍に駆け寄ってきた。リュシエンヌは即座に鐙に足を掛けて、体を持ち上げる。鞍にまたがった瞬間、走るように指示を出すと、愛馬であるブランカはリュシエンヌの指示通り、森の道を一気に駆け始めた。

「貴方になんて迎えに来てほしくないわ！　私は唯一の夫、ランヴァルトのものなのだから」

　リュシエンヌがそう言い捨てると、状況を理解した男たちは慌てて自分たちの馬の元に駆け戻る。だがその短い時間でリュシエンヌは男たちを振り切って、ランヴァルト達がいるレリーム城を目指して走り出していた。
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（旅行用の軽装のドレスでよかった……）

　とはいえ馬術訓練用の服でない分、走りにくいのは間違いない。あの場に置いて来るわけにもいかず、思わず連れてきてしまったアンジェを何とかリボンで自分の腰に結びつけ、姿勢を整えると一気に馬を走らせる。

　王女時代から、いざとなった時はこのブランカで逃げるように、と教育されている。あとは出来る限り早く、ランヴァルトの元に向かうべきだ。

（でもここはどこだろう……）

　レリームに向かう道は、街道が一つだけ。今は森の中を抜けているけれど、この先にはレリーム湖が出てくるはずだ。そしてレリーム城は湖の左手に、右手には城下町がある。旅立つ前にプリシラと一緒に地図で確認したレリームの地形を思い出しながら、リュシエンヌはひたすら馬を駆る。

　エドアルド王太子たちは、リュシエンヌの後をすぐさま追ってきていた。最初はかなり距離を離していたものの、みるみる追いつかれつつある。特に王太子エドアルドの乗る馬のスピードは恐ろしいほどだ。ヘドウィックは元々騎馬民族だったと聞いた事がある。ブランカであっても長時間逃げ続けることは出来ないだろう。

（でも、せめて……湖が見えるところまではっ）

　そう願い続けながら馬を駆っていたリュシエンヌの目の前で、突然森が開け、キラキラと輝く湖面が見えてくる。

「レリーム湖！」

　突き当たる前にレリーム城がある左手側に道を折れる。馬車を守っていた騎士たちはレリーム城と王都に助けを呼んでいるはずだ。ランヴァルト達が来るならばこちら側からだろう。

「あの女をレリーム城に行かせるな！」

　後ろからエドアルドの怒声が飛ぶ。その手が何かの合図を送った瞬間、ブランカは前足を持ち上げて嘶き、次の瞬間、暴れ始めた。

「なに、どうしたの？　ブランカ？」

　咄嗟に手綱を引いてなだめようとするけれども、その後は駆け足が出来なくなり、ふらふらと救いを求めるようにブランカは湖畔に近づいていく。徐々に歩を緩め、最後には足を折って座るような格好になってしまった。

「ブランカ？　ブランカどうしたの？」

　思わず声を掛けると、その隙に追いついたエドアルドが酷薄な笑みを浮かべて、馬から降りる。そして懲りずにリュシエンヌに手を差し伸べた。

「薬を塗った吹き矢ですよ。これを打たれると、その馬はしばらく力が入らなくなってしまう。……というわけで、楽しかった追いかけっこもここまでです」

　抗うリュシエンヌの手を無理やり捕らえ、引っ張り上げる男の顔を睨み付ける。

「貴方なんて……大嫌い」

「嫌いでも結構です。そもそも政略結婚などというものは、愛情の通うものではありませんから。私は王位を確実なものとするために貴女の国の庇護が欲しい。そして国王と次期国王に溺愛されている貴女をカーティス王国への人質として確保したいのです」

　くつくつと楽しそうに笑われて、次の瞬間、するりと腰のリボンを解かれる。何をされるのかと身構えると、腰に括りつけていたアンジェをとりあげて、リュシエンヌの胸に押し付ける。

「私としては、馬に飛び乗るようなお転婆よりは愛玩人形で遊んでくださる妻が望ましい。よけいな手間もかかりませんしね……」

　馬鹿にされたように笑われて、クッと唇を噛みしめたまま、それでもランヴァルトが大事にしていたアンジェを落とさないように抱きしめる。睨み付けるようにリュシエンヌが目の前の男を見上げた。その時。

「──リュシエンヌ！」

　その声にハッと視線を向ける。単騎、街道沿いに馬を走らせているのはランヴァルトだ。誰よりも先に飛び出して来たらしい。後ろについてくる騎馬の姿はまだ見えない。

「ランヴァルト！」

　咄嗟に声を掛けたのと同時に、エドアルドの周りにいた護衛達が、ランヴァルトに対峙しようと馬を駆っていく。だが、騎乗の腕も、剣の腕もランヴァルトに敵う者はいないらしく、すれ違いざまに、次々と馬から叩き落とされて、街道沿いには動けなくなった護衛達がうめいている状態だ。

「……くっ」

　その様子を見て取ったエドアルドはリュシエンヌの手を握り込んだまま、湖の方に歩を進めた。そこには粗末な桟橋があって、桟橋の先にリュシエンヌは追い込まれていく。

「そこの男、剣を下ろせ。さもなくば……リュシエンヌ姫はレリーム湖で、溺れ死ぬことになる」

　リュシエンヌの髪を握って、もう片方の手でナイフを首元に押し当てる。微かに押し当てただけで、浅く傷が入り、すぅっと血の玉が浮く。

「リュシエンヌに手を出すな！」

　怒りを押し込めたランヴァルトの声は、地響きするほど低い。

「さあ、大事な姫君のためにはどうしたらいいと思う？　王宮騎士団近衛騎士隊長殿？」

　からかうような声を掛け、エドアルドが桟橋の上からリュシエンヌを湖に突き落とすようなしぐさを見せると、ランヴァルトは唇を噛みしめて、剣先を下に向ける。それを見て、既に半分ほどに減っていた護衛達はゆるりと彼を遠巻きに囲むようにした。

「……わかった。彼女は私にとって誰よりも大事な人だ。……リュシエンヌ姫に無体を働くのはやめてくれ……」

　苦し気な顔をした彼の視線がリュシエンヌに向く。時間を稼げば、単騎で飛び出してきたであろうランヴァルトに追いつく形で、騎士団の人間も姿を現すだろう。逆に言えば、エドアルドたちはそれまでに勝負をつけなければならないと考えているはずだ。

「ランヴァルト。馬から降り、剣を捨てろ」

　その声に従うように、ランヴァルトは大きくため息をついて、馬から降りた。

「ランヴァルト、そんなことをしても……無駄よ。この男は私をヘドウィックに攫おうとしているのだからっ」

　咄嗟に声を上げると、ランヴァルトは小さく笑う。

「それでも……貴女が怪我をしたり、傷つけられることに私は耐えられない」

　そう告げると、持っていた剣をゆっくりと土の上に置く。剣を握れば誰よりも強い彼が、自ら剣を手放すなんて……。それが自分の為だと分かっていても、ひどく悔しい気持ちになる。

　それにこのままなら自分を人質にしてエドアルド王太子は国境線を抜け、ヘドウィックに連れていくだろう。そして連れていかれたらもう二度と、自分は夫であるランヴァルトの元には戻れなくなるかもしれない。そして剣を失ったランヴァルトは自分を人質にされて怪我を負わされたり、最悪殺されたりするかもしれないのだ。

（それだけは……絶対イヤ）

「……どんな時でも、私の夫は貴方だけです」

　すぅっと息を吸い込んで、顔を上げる。ランヴァルトの瞳は強い光を宿していて、彼が最愛の妻を諦める気など一つもない事にリュシエンヌは気づいた。

「……どんなことがあっても、たとえどこに連れ去られても、貴女は私が救います。リュシエンヌは私の妻ですから」

　まっすぐな青い瞳を見つめ返して、リュシエンヌは微笑んで見せた。自分が彼の人質になってしまうから彼は戦えないのだ。そう結論を出した彼女は大きく息を吸う。

「私も、ランヴァルトを信じています。だからっ」

　次の瞬間、思いっきり桟橋から踏み切ると、自分から湖に飛び込んだ。

「リュシエンヌ!?　──このクソ女がっ」

　咄嗟に伸ばしたエドアルドの手からリュシエンヌがすり抜けた瞬間、ランヴァルトもまた湖に飛び込んでいた。

『今度こそ、ちゃんと救ってよね……』

　どこからか聞こえた声と共に、リュシエンヌは水に飛び込んだ衝撃を体で受け止めた。季節は初夏で、一瞬でリュシエンヌを包み込んだ水が、心臓を凍えさせるほど冷たくなかったのは幸いだったけれど……。

（泳ぐのは……ずいぶん訓練させられたから、自信あるけど……ドレスが、重い）

　そしてアンジェの手を離さないでいるから余計に泳ぎにくい。でも砂漠の国であるヘドウィックには泳げる人間はほとんどいないと聞いた事がある。きっと水の中にまでは追って来られないだろう。

（そういえば……なんでこんなに泳ぐ練習をさせられたんだっけ……）

　海から遠いカーティスでは、泳げるものは数少ない。けれど、五歳の初夏に酷い熱を出して、しばらく寝込んでしまった夏の終わり。その年から泳ぐ練習を熱心にさせられるようになったのだ。

（なんか熱を出す前と後で色々と変わった気がする……前後の記憶もあいまいだし。何がきっかけだったんだろう……）

　千々に乱れる思考の中で、呼吸が苦しくなってきた。でも今、息を吸えば、代わりに水を飲んでしまう。

『そう、リュシエンヌ。今は息を止めていて……。今度こそ、お兄さまが絶対に迎えに来てくれるから……』

　耳元で誰かの声がする。鈴を鳴らすような涼やかで可愛い声。それは……リュシエンヌが昔良く知っていた……大事な、大事な……。

　気づいた瞬間、リュシエンヌはずっと手に持っていた人形をそっと抱きしめる。

（アンジェリカ……貴女、だったのね……）

　せめて上に上がりたい。自然と視線は上を向き、ふわふわと揺れる水面が空の光を映して輝いているのが見える。水に沈んでいくリュシエンヌに、小さな頃の記憶が蘇ってくる。




「お兄さま、リュシエンヌ姫と私とどっちが可愛い？」

　笑いながら問うのはリュシエンヌとおそろいのハーフアップに結い上げたストロベリーブロンドの幼女。瞳は明るい春の空のようなブルー。二人の前で、年かさのわりには小柄な少年が困ったような顔をして笑う。

「さあ、どっちも可愛いから判断に困るな……。リュシエンヌ姫は春の花みたいだし、アンジェリカは春の空みたいだし……」

「空とお花だったら、お花の方が可愛いとアンジェリカは思うわ。やっぱりお兄様はリュシエンヌ姫がお気に入りなのねっ」

　そう言ってぷんぷんと怒っているのはリュシエンヌの幼馴染み、アーレイス公爵家の一人娘、アンジェリカ。横で困ったような顔をしながら、二人の人形遊びに付き合ってくれていたのは、十歳年上のアンジェリカのお兄さん。名前は確か……。




（──ランヴァルト！）

　輝く水面を背に、全てが揺らめく美しくて危険な水の世界の中で、その人が力強い一掻きごとに、こちらに近づいてくる。そしてようやくアンジェを抱きかかえているリュシエンヌをその腕に抱きしめた。

（もう大丈夫……）

　今度こそ、アンジェリカも、リュシエンヌも救うから……。

　そう聞こえた気がして、リュシエンヌは緊張から解放されて、緩やかに意識が混濁していく。

　それと同時にリュシエンヌはすべてを思い出していた。大好きだった幼い親友が水の事故で亡くなったと聞いたショックで、酷い熱を出したこと。目覚めたらすべてを忘れてしまっていたこと。そして当時、王宮騎士団長であったアーレイス公爵の一人娘アンジェリカの悲劇を教訓として、リュシエンヌの夏の日課に水練の時間が増えたこと……。

　大好きだったアンジェリカとお人形のアンジェ。一緒に遊んだ他のお人形たち。優しくて穏やかな、憧れの人、ランヴァルトお兄さま……。

（私、ずっと小さな頃から、アンジェリカのお兄様であるランヴァルトが好きだったんだ。それに昔から知っていたから、アンジェのことが懐かしかったんだ……）




　次の瞬間、ぺチぺチと顔を叩かれてハッとリュシエンヌは目を見開く。

「リュシエンヌ。大丈夫か？　水は飲んでないか？」

　ハッと気づくと、湖のほとりに引き上げられて、青い目が心配そうにのぞき込んでいる。

「……あ、アンジェは？」

　と声を上げた瞬間、げほげほと咳き込んでしまった。そんなリュシエンヌの腕の中には、人形のアンジェがいて……。

「──リュシエンヌ様！　ご無事ですかっ」

　遠くから声が聞こえてハッと視線を上げると、そこには先ほどの恰好のまま、馬で駆けてくるプリシラの姿が見えて、リュシエンヌはほっと安堵の息をついた。ただし元気そうだがドレスは結構な勢いで血まみれな辺り、それなりに武闘派な活躍をしたのは間違いなさそうだ。

「あの様子じゃ、プリシラ一人を相手に、盗賊側は殲滅されたかもしれないな。わが騎士団に欲しいレベルで頼もしい事だ……」

　半分真顔で呟くランヴァルトに思わずリュシエンヌは戦慄してしまう。けれど……プリシラが無事ならなんでもいいのだ。

「……エドアルド王太子はこちら側で捕縛した。今後どうするかは、ヘドウィックとの交渉次第だが……。さて、あの国には、かなり優秀な第二王子がいるらしいからな、相手国に入り込んで、婚姻済みの元王女を自分の妻にするために攫おうと企てた、などと発覚すれば、良くて王太子廃嫡か、下手するとヘドウィック本国で先にエドアルド王太子崩御の報を打って、そこに囚われているのはどこの誰かも知らない馬の骨だ、という態度をとるかもしれないな……」

　それは王太子を切り捨てる、と言っているも同然だ。普段の彼とは違う様子で冷酷に笑うランヴァルトに、リュシエンヌはひそかに息を呑む。

「どちらにせよ……私の妻を奪おうとするのなら、一切容赦はしない……」

　苛烈な台詞と共に、そっと額に唇が落ちてきて、柔らかく抱き寄せられる。

「ああ、私のリュシエンヌがこんなに冷えてしまった。……私は姫を一刻も早くレリーム城に連れ帰る。キース、いるか？　──後の始末は頼んだ」

　団員らしき男性にそれだけ言うと、ランヴァルトは新たに持って来させた乾いたマントでリュシエンヌを包む。そのまま彼女を軽々と抱き上げ、自分の馬に同乗させた。

「ああもちろん、レリーム城に滞在されていらっしゃる国王陛下と、王都におられるローリック殿下にリュシエンヌ姫誘拐未遂と、その後の顛末について一報を送ってくれ」

　それだけ言うと、馬を駆ろうとしたランヴァルトと抱かれているリュシエンヌに向かって馴染みの声が聞こえた。

「リュシエンヌ様ぁ～。私、怪我していませんから、心配しないでくださいねっ」

　少し離れたところで手を振るプリシラが笑顔をこちらに向ける。

「でも今、返り血ですごい恰好になっちゃっているので、後で綺麗にしてからいつも通り傍に侍りますので……それまでは姫君はランヴァルト様にお預けしておきます。ランヴァルト様、姫様を助けていただきましてありがとうございました！」

　そう言いながら、ランヴァルトにきちっと騎士の礼をするプリシラは男前すぎると思う。

「……城に帰るぞ」

　そんなプリシラに返礼をして、何故か言葉少なくなったランヴァルトはそのままリュシエンヌを抱えて城に向かって馬を走らせた。
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　あっという間に城にたどり着いたランヴァルトは、アンジェを侍女に預けると、リュシエンヌを抱きかかえたまま、すたすたと城を目的地に向かって半ば駆け足で抜けていく。

「ランヴァルト様、どちらに向かわれますか？」

「……湯殿の準備は出来ているか？」

　縋りついてきた侍従にそれだけ言うと「もちろんでございますが……」と答えた侍従に医者を呼び、三階のゲストルームに待たせておくように声を掛ける。慌てて飛び出していった侍従を振り返ることもなく、階段を上がり、三階の私室が並ぶフロアを抜けていく。

「あの、湯殿、ですか？」

　黙々と足を進めるランヴァルトに、リュシエンヌはふと不安になってその顔を見上げると、小さくくしゃみが出てしまった。

「ええ、リュシエンヌ。一刻も早く、冷えた貴女の体を温めなければなりません」

　というか、姫だの様だの、敬称はどこに行ったのだろうか、とリュシエンヌは首を傾げる。でもなんだか呼び捨てにされることで、ますます夫婦らしくなっているような気がしてドキドキしてしまう。いや、それどころじゃない状況なのに、色々あったせいで興奮していて、冷静ではないのかもしれない。

　などと思っている間に、緊張した面持ちのまま彼は一つの部屋に入っていく。そこは湯殿の手前にある、支度部屋のようだった。

　湯上がりに横になれるように置いてある籐のベッドの上にリュシエンヌを座らせると、彼は濡れた服を奪っていく。

「あ、あの……何を？」

「体を温めるには、風呂が一番でしょう」

　焦るリュシエンヌの額に小さくキスを送ると、彼は眉根をよせながら、濡れて脱がしにくくなった服を何とか脱がしていく。

（……お風呂に入るって事？　まあ体は冷えているけど……）

　そう言えば、普段なら風呂場で世話をしてくれるはずの侍女たちはここにいない。まあ時間がその時間帯でないから当然ではあるものの……。そして旅行用の簡易なドレスだったことも手伝って、濡れた服を脱がすコツを掴んだらしいランヴァルトに、恥ずかしがる間もなくあっという間に裸にされてしまった。その上に乾いた布をかぶせると、彼自身も服を脱ぎ捨てた。

「え、あの……ランヴァルトも一緒に？」

「濡れた体は滑りやすい。しっかり捕まっていて欲しい」

　尋ねた言葉を無視して、ランヴァルトはそれだけ言うと、リュシエンヌを抱き上げた。慌てて首に手を回すと、彼は浴室に入って行き、満々と湯を張った浴槽にリュシエンヌを抱えたまま浸かった。

「……あったかい……」

　そんなに冷えていたとは思っていなかったけれど、お湯に浸かった瞬間に緊張がほわっとほどけていく感じがする。思わずホッとして声を上げると、自分を抱きかかえて風呂に入ったランヴァルトが、ぎゅうっとリュシエンヌを抱きしめた。

「……リュシエンヌ、水は飲んでいませんか？」

　その言葉にこくこくと頷くと、彼ははぁっと深い安堵の息を漏らす。

「よかった。アンジェリカは水を飲んで肺炎を起こしてそのまま亡くなってしまったのです。……しかしなんで湖に飛び込むなんて無茶をしたのですか。心臓が止まるかと思いましたよ！」

　次の瞬間、目を三角に吊り上げて睨まれてしまった。怒っているランヴァルトを見るのは初めてで、思わず目を丸くしてしまう。

「……リュシエンヌ、聞いていますか？」

　次の瞬間、にへらっと笑みが浮かんでしまったのを見て、困惑したように彼は眉を下げる。

「何を……笑っていらっしゃるのですか？」

　敬語は崩れてない。けれど……。

「リュシエンヌ、って呼び捨てにしてくれたのですね」

　ふふっと声を上げて笑うと、彼は一瞬視線を逸らした。でも逞しい首筋は急に赤くなっていく。そっとそこに指を伸ばして、また笑みがこぼれる。

「首筋、急に赤くなりましたけど、お風呂が熱いですか？」

　くすくすとからかうように言うと、彼は唇をへの字にしてから、誤魔化すためか、それともそれが最優先だと思っているのか、説教を再開した。

「あんな状況で湖に飛び込んだら、死ぬ可能性もあったのです。なんであんな無茶をされたのですか！」

「……だって、あのままでいたら、剣を捨てた貴方は邪魔な存在として、エドアルドたちに切り捨てられていたかもしれないじゃないですか」

　真剣に言い返すと彼は頭を振った。

「それでも私は、貴女を傷つけるわけにはいかないのです」

　強情な彼の頬を両手で抑え込んで、じっとその目を覗き込む。青い瞳は熱を孕んで真剣に見つめ返していた。

「それは私が元王女だからですか？」

「貴女が私の最愛だからです！」

　即座に返される言葉に、ふわりとリュシエンヌは笑み解ける。

「……だったら、私だって一緒です。私にとってランヴァルトは最愛の人だから、傷つけられるのは見たくなかったのです。ランヴァルトが……本当に無事でよかった」

　涙声になりながら、リュシエンヌが彼に抱き着くと、彼は互いの額を寄せ、ふっとため息をついて力を抜く。

「それに私が湖に飛び込めば、絶対にランヴァルトが助けに来てくれるって信じていたから、湖に飛び込むのも怖くなかったわ」

　強い口調で告げると、彼は苦笑をしながらも、優しくリュシエンヌに口づけをした。

「ええ、いつだって、どんなことをしても貴女を助けます。……でも、無事で本当によかった……」

　感に堪えない声を上げる彼に、リュシエンヌはそっとその秀でた額を撫でる。

「色々と心配かけてごめんなさい。それに私、ずっと忘れていたのですね……アンジェリカの事も、貴方の事も……」

　その言葉にランヴァルトはゆっくりと瞳を細めた。

「アンジェリカの事故の話を聞いて、幼い貴女はショックを受けて何日も高熱を出されたそうですから……」

「……水の中でようやく思い出せたのです。……私、ランヴァルトの事ももっと小さな頃から知っていた。でもあの頃に比べてランヴァルトはずいぶんと立派な体格になったのですね」

　あの頃のランヴァルトは小柄で、優しい顔立ちをした美少年だった。それがこんなに立派な体格になるには、どれだけの鍛錬を重ねたのかとリュシエンヌは思う。

「あの後急に身長が伸びたのです。そして大事な人を助けられるようにと、鍛錬に明け暮れていましたから……それに、泳ぐ訓練も散々して……」

　おかげで今度こそ、大事な人を助けることが出来ました。ようやく表情を緩めた彼が小さく笑う。

「ありがとうございます。私、ランヴァルトに助けてもらって嬉しかったです。どうお礼をしていいのかわからないくらい……」

　そう呟くと、ふっとランヴァルトが悪そうな笑みを浮かべた。

「リュシエンヌ。体は十分に温まりましたか？　でしたら……」

　お風呂を上がる、と言われるかと思ったリュシエンヌはそのまま湯船から抱き上げられて、浴槽に置かれていた椅子に座らされた。恥ずかしい恰好であることに気づいて、慌てて胸元を手で隠そうとする。

「あ、あの？」

「……どうお礼をしていいかわからない、と……でしたら、姫のお世話をさせてください」

　小さく笑った彼はやっぱり首筋まで真っ赤にしているくせに、目元まで赤くてそれが妙に色っぽくて……。

「お、お世話、ですか？」

「ええ。湖の水で汚れていますから洗って差し上げます」

　そう言うと、彼は石鹸を手に取って、たっぷりと泡立てた。

「姫の体を傷つけるわけにはいきませんから」

　くすくすと笑っている顔は真っ赤なくせに、それでもやっぱり色気が垂れ流しで、濡れた髪と、滴る雫に覆われた裸の体は筋肉が隆起していてやっぱり素敵で。

「ひぁっ……」

　ゆっくりと背中に泡立った石鹸を纏った手を滑らせる。ヒクンと思わず体が反応してしまう。

「ああ……こうして湯殿でお世話もして差し上げたかったのです」

　うっとりとした低音が、浴室の中で反響して、破壊力を増している。……言っている内容はともかくとして。

「後で、髪の毛も洗って差し上げますね」

　愛玩人形のように世話を焼かれているのかとも思うけれど、

「あっ……ダメっ」

　背中を丹念に洗っていたはずの指は、するりと前に来て胸の膨らみを撫でている。

「そ、そんなところ……」

　文句を言った唇をあっさり奪われて、後ろから回された指は石鹸の泡を纏って胸を丸く洗い続ける。ツンと先端に血液が集まってくる感覚があって、思わず甘い息が零れた。

「……こちらもちゃんと洗って欲しそうですね」

　耳元でやや呼吸の乱れた艶めいた声がする。彼は少しだけ意地悪く喉の奥を震わせて笑うと、リュシエンヌの淡い色合いの蕾二つを、きゅっと両手の指先で摘み上げるようにした。

「ひぁんっ」

　思わず背筋を反らせて声を上げてしまった。次の瞬間、双丘の先をくりくりと柔らかく捩じられて、リュシエンヌはヒクヒクと体を震わせながら、甘い声を上げていた。

「ゃん、そんなことしちゃ……ダメぇ……」

「ダメなのですか、私はずっとあの日からこうしたくてたまらなかったのに……」

　耳たぶを食まれて、熱っぽい呼気を吹き込まれると、体の力が抜けていきそうになる。

「姫の……ココにもう一度挿れたくて……。レリームに来てから毎晩夢に見ていました……。私だけ、貴女を欲しがっていたのですか？」

　するりと石鹸を纏った指が下腹部に滑り落ちていき、既に緩んでしまっていたところに指を挿しいれられる。

「あぁ……貴女もこんなに私を欲しがってくれていた……」

　耳元で囁く声がお腹にキュンキュン来るほど色っぽくて、微かに語尾が掠れる感じが、離れていた間、ずっと新妻に飢えていたのだ、と伝えている気がして。

「はぁっ……ランヴァルトの、馬鹿ぁ……」

　くちゅくちゅと淫らな音が聞こえる。

「姫、これは石鹸だけで滑りがよいわけではないのですよ……」

　イヤラシイことばかり言うランヴァルトを睨んでやろうと、顔を上に向けると、嬉しそうに口づけられてしまった。今だって顔が真っ赤なくせに。なんて思いながら、興奮すると赤くなる彼の純なのだか、本能的なのだかわからない部分だって大好きだから。

「……私だって」

　キスの合間に小さく呟く。

「……私だって、なんですか？」

　促すように瞳を細める彼にぎゅっと抱き着いて、無茶苦茶に唇を寄せる。

「私だって、ランヴァルトが欲しかったのですっ。あの日ようやく初めて……なのに、お父様がランヴァルトを連れて行っちゃうから！」

　仕事だってわかっていても、それでも寂しくて、だから会いに来てしまったらこんな迷惑を掛けてしまって。申し訳なくてほろりと涙が零れると、彼が唇を寄せて拭ってくれた。

「……リュシエンヌもそう思ってくれていたのなら嬉しいです」

　けれど、何も責めずに彼は嬉しいとだけ言って笑みを浮かべる。

「けど、その分、我慢も効きそうにありません……激しくはしませんから……」

　それだけ言うとリュシエンヌの手を取って、自らに導く。そこは硬く張り詰めた彼自身がいて、それに触れただけで、熱の棒を飲み込んだようにリュシエンヌは体の芯から蕩けそうになる。

「少しだけ……お付き合いいただけますか？」

　そういうとリュシエンヌと自分に湯を掛けて、そのまま自分が床に横になり、その上にリュシエンヌを跨がらせた。

「……これはこれで、堪らない光景ですね」

　自分の上にいるリュシエンヌを見上げながら腰を抱き寄せる。

「あ、もう……そんなのっ」

　躊躇うリュシエンヌの腰を引き寄せて、自分自身を彼女に宛がう。リュシエンヌは普段と違う状況に、戸惑いながらも彼の腕の中から抜け出せない。

「さあ、ゆっくり腰を落としてください。リュシエンヌの気持ちいい所でゆっくり動いてくれたらいいですから……」

　そう言われて困りながらも、腰を持って促されたリュシエンヌは彼のモノを自重で少しずつ飲み込んでいく。

「まずはそこまでで、ゆっくりと……」

　蕩けるような声で彼は囁くと、彼女の腰を掴んだまま、最初は入り口だけで緩やかに動かし始めた。

「ぁんっ……はぁ……ぁん」

　ちゅぶちゅぶと淫らな音を立てながら、気持ちの良い所だけ擦る動きに、リュシエンヌの感度はどんどん増していく。

「はぁっ……不思議ですね。徐々に私を奥まで受け入れようと柔らかくなるのに……こんなに締めつけて……」

　彼は切なげに瞳を細め、徐々にリュシエンヌの中にじれったいほどゆっくりと入ってくる。大きなモノが入ってくる違和感は大きいけれど、入り口だけ刺激されているうちに、もっと奥まで飲み込みたいような欲求が湧いてきてしまって、つい自ら腰を落としてしまう。

「……ぁああ！」

　一気に最奥まで彼を受け入れた途端、腰を弾ませたランヴァルトに、奥を甘く捏ねられて、全身にビリビリと鋭い快楽が走る。思わず彼の上で体を反らし、胸を突きだすような姿勢になってしまった。

「こら、ゆっくりと言ったのに……悪い姫君ですね」

「ひぁうっ」

　次の瞬間、下から体を持ち上げた彼が胸に吸い付いてきて、それだけで、達してしまいそうなほどの甘い震えが起きる。ゆっくりと彼は腰を下から打ち付けながら、リュシエンヌの揺れる胸をやわやわと揉みたてる。時折顔を近づけて、胸の蕾を吸われ舌で転がされれば、もっと愉悦が増していく。

「ぁはっ……も、ダメっ……」

「ダメでしたら……もうやめましょうか？」

　くすりと笑って覗き込むランヴァルトに、リュシエンヌは涙目でふるふると首を横に振った。

「違うの……いいの、すごく……気持ちい……のっ」

「姫は……本当に愛らしい。気持ち良くなりたくて、自分で腰を振っているのですか？」

「やぁっ……ラン……いじわるっ」

　恥ずかしいのに気持ち良すぎて、腰の動きが止まらない。ほとんど触れられてないのに、いつも舌でたっぷりと可愛がってもらう蜜口の端にある芽がぷっくりと膨れている。コリコリするそれを彼の根元に何度も擦りつけてしまっていた。軽く達した感じが続いて、感じすぎて生理的に涙がぽろぽろと零れる。それなのに緩やかに腰を送る彼の動きを、自らの動きで複雑にして、もっと大きな悦びを得ようとしてしまう。

　そんな淫らなリュシエンヌでも、彼は愛おしそうに見つめてくれるから。

「ああ、泣いてしまうくらい気持ちいいのですか？　可愛い。リュシエンヌ、貴女が好きだ。愛している……もっと淫らになってしまうほど、たっぷり可愛がって差し上げたい」

　武骨な彼が、やっぱり顔を赤らめて、恥ずかしそうに甘い言葉を囁くから。

「ゃんっ……おかしく、なっちゃ……」

　気持ち良すぎてとろとろに溶けてしまいそうで、体の力が抜けていく。それを抱き寄せながら、彼の腰はリュシエンヌをとらえて離さない。逞しい体に愛されて、理性はもうぐずぐずにとかされてしまっている。

「……姫、おかしくなってください。もっと気持ち良くなっていいのです。誰にも見せられない、私しか知らない貴女がみたい……」

　唇を寄せられて、噛みつくみたいにキスをして、息が苦しいほど舌を絡み合わせる。下から激しく突き上げられて、濡れていつもより密着する肌が気持ち良い。湿度の高い浴室で清潔な石鹸の匂いと、彼自身の汗の香りを嗅いで、くらくらするほどの甘い愉悦が体を支配した。真っ白な感覚と共に、きゅうきゅうと彼を締め付けている部分が律動し始める。

「んっ……貴女の中は、なんてイヤラシイ動きをするのですか」

　イッてください、というように彼の手がリュシエンヌの臀部を強く抱いて、最奥で張り詰めたモノを押し付ける。瞬間、リュシエンヌは悲鳴のような高い声を上げて達してしまっていた。乱れるリュシエンヌに引き込まれるように彼も身を震わせて情熱を迸らせる。

「すみません、我慢できずに無理をさせてしまいました……」

　小さく笑って額にキスを落とすランヴァルトに、リュシエンヌもぎゅうっと抱きついた。「……いいのです。私も貴方にずっと触れて欲しかったから」

　くすくすと笑い合い、しばらくそうやってお互いの呼吸を宥めていると、力が抜けてしまったリュシエンヌを抱き上げて、温かい湯を掛け、お互いの汚れを落としてくれた。それからもう一度湯船につかろうとした瞬間。

「旦那様、よろしいでしょうか。……あの、お医者様が……ずっとお待ちなのですが……」

　ものすごーく遠慮をしているような侍従の声が聞こえて、浴槽で二人、目を合わせて真っ赤になってしまう。

「……完全に忘れていた……」

「あの、さっきの……き、聞かれて……しまったとかは？」

「……ええ、リュシエンヌはとても良い声で啼いていらっしゃいましたから……」

「もうっ……ランヴァルトの、ばかばかぁっ」




　そして風呂上がり、アーレイス公爵になったランヴァルトは、幼いころから何度も診てもらった事がある医師に「奥様の体調に問題はなかったから良かったものの……」と、その後の湯殿で至ったアレコレに関して、物凄く叱り飛ばされる事になるのであった。










エピローグ











　あれから数年が過ぎ、ランヴァルトには大事なものが増えた。最愛の妻と最愛の家族だ。

「お父さま、お母さまとわたし、どっちが可愛い？」

　くすくすと笑うのは黒髪の妻と、おそろいの髪型に結い上げたストロベリーブロンドの幼い娘。瞳は明るい春の空のようなブルー。腕の中には妹アンジェリカがお気に入りだった人形、アンジェがいる。そして彼の傍らには、生まれたばかりの長男がいて……。温かな春の日差しの中で、幸せというものをランヴァルトは日々実感している。

　生まれた娘、アンネマリーは偶然なのか、アンジェリカと同じ髪色、同じ瞳の色だった。密かに生まれ変わりでは、などと気に掛けていたランヴァルトだったが、妻も同じように思っていたと聞かされて、そんなことあるわけないかと夫婦で笑い話にしてしまったのだが。

「……さあ、判断に困るな……。リュシエンヌは綺麗で優しい春の花みたいだし、アンネマリーは元気で可愛い夏の花みたいだし……」

　首を傾げながら答えると、アンネマリーは手を打ち合わせて嬉しそうに笑う。

「……どっちも可愛いってことね。良かった。ママばっかり可愛いって言われなくて」

　くすくすと笑う娘がちらりと視線をこちらに向ける。

「春の空みたいって言ったら、アンネマリーだって、怒っちゃうところだったんだから！」

　その言葉に思わず目を見開く。笑っていたリュシエンヌがこちらを見て、一瞬思案するような顔をした。それは……ランヴァルトとリュシエンヌとアンジェリカの間で交わした会話にとても似ていて。もちろん偶然だろうが……。

「……アンネマリーは明るくて、元気で可愛いお花のようね」

　次の瞬間、くすりと笑ってリュシエンヌがアンネマリーを抱きしめる。

「アンネマリーは私の、大事な大事な娘ですから……私のところに生まれてきてくれてありがとう」

　ふわりとストロベリーブロンドの髪を撫でてもらって、幼い娘は嬉しそうに笑う。

「お母さま、だぁいすき」

「私もよ。アンジェも私も、お父様も、みんなみんな、貴女が大好きよ」

　そう告げた妻は、初めて出会った時からずいぶん時間が経っても、相変わらず愛らしくて愛おしい。

「ああ、私もアンネマリーが大好きだ。もちろん……リュシエンヌも愛している……」

　最愛の女性二人にキスを送り、アンネマリーがランヴァルトの方に押し出してきたアンジェの額にもキスをする。

「お父さま、だぁい好き」

「私も、ランヴァルトのことを心から愛しているわ」

　優しくて暖かい告白をすると、ランヴァルトの最愛の女性二人が、互いに目を見合わせてくすくすと笑った。

『わたしだって、お兄様の事が、大好きよ……』

　その瞬間、笑う娘と妻の他に、もう一つ柔らかい笑い声が聞こえたような気がして、ランヴァルトは辺りを見渡す。

　だが窓から温かい光が差し込む居間には、声の主に該当する者はおらず、ランヴァルトは小さく頭を左右に振る。

（まさかな……）

　そう思いながらも、ランヴァルトは、そっと娘と人形の頭を撫でた。

（もちろん……私だって、アンジェリカの事も大好きだ）

　心で呟いて、小さく笑う。爽やかな風が室内に流れ込んで来て、ふわりとカーテンを揺らすと、リュシエンヌはすべてをわかっているというように彼の腕に手を添えて微笑んだ。

「さあ、お茶の時間にしましょう。家族みんなで。アンジェも……アンジェリカも一緒に……」

　その言葉にランヴァルトが笑みを返すと、リュシエンヌは侍女を呼ぶ。

　そしてアンジェリカの瞳のような春の空が見える窓辺で、穏やかなお茶の時間が始まったのだった。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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